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第 1 章

はじめる前に

Cisco Jabber Video for iPadの設定を開始する前に、次の項目を確認します。

• Cisco Jabber Video for iPadとは, 1 ページ

• このマニュアルの使用方法, 2 ページ

• Cisco Jabber Video for iPadのダウンロードとインストール, 3 ページ

• Connect On Demand VPN, 3 ページ

• Cisco Jabber Video for iPadの相互起動, 4 ページ

• Apple iOSのサポートに関する情報, 6 ページ

• 緊急コールに関する重要な注意事項, 6 ページ

Cisco Jabber Video for iPadとは
Cisco Jabber Video for iPadは、インスタントメッセージ（IM）、ビデオコールや音声コール、社
内ディレクトリ検索、プレゼンスステータス、およびボイスメールを提供する Unified
Communicationsアプリケーションです。基盤となる技術は次のとおりです。

• Cisco WebEx Messenger

• Cisco Unified Presence

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco TelePresence Video Communication Server

• Cisco Jabber Video for TelePresence（旧称無料 Jabber Videoサービス）

• Cisco WebEx TelePresence（旧称有料 Jabber Videoサービス）
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コールのビデオ品質および音声品質は、Wi-Fiまたはモバイルデータネットワーク接続によっ
て異なります。ユーザがクライアントを 3Gまたは 4Gモバイルデータネットワーク上で使用
している場合、あるいは Cisco AnyConnect Secure Mobility Clientなどのアプリケーションによ
る VPN接続を利用して社外のWi-Fiネットワーク上で使用している場合、シスコでは接続に
関する問題をトラブルシューティングしません。

（注）

Cisco Jabber Video for TelePresenceおよび Cisco WebEx TelePresenceサービスには、両方とも
Jabber Video for TelePresenceログインを使用します。

（注）

このマニュアルの使用方法
このマニュアルは、組織固有のテクノロジーがユーザデバイス上で正しく機能するように、それ

らのテクノロジーの設定に役立つ情報を提供しています。次の表を確認して、必要なコンテンツ

にすばやく移動できます。

参照する章設定内容

DNS SRVを使用した簡易サインインのセット
アップ, （7ページ）

ドメインネームサーバのサービスレコード

Cisco WebEx Messengerの設定, （17ページ）Cisco WebEx Messengerのみ

Cisco Unified Presenceの設定, （21ページ）Cisco Unified Presenceのみ

Cisco Unified Communications Manager 8.xの設
定, （39ページ）

Cisco Unified Communications Managerのみ

Cisco TelePresence Video Communication Serverの
設定, （95ページ）

Cisco TelePresence Video Communication Serverの
み

Cisco WebEx Messengerおよび Cisco Unified
Communications Managerの設定

Cisco WebEx Messengerおよび Cisco Unified
Communications Manager

CiscoWebExMessengerおよびCisco TelePresence
Video Communication Serverの設定

CiscoWebExMessengerおよびCisco TelePresence
Video Communication Server

Cisco Unified Presenceおよび Cisco Unified
Communications Managerの設定

Cisco Unified Presenceおよび Cisco Unified
Communications Manager
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ドメインネームサーバのサーバレコード（DNS SRV）のセットアップは、Cisco Jabber Video
for iPadの導入設定で最初の手順にする必要があります。

（注）

Cisco Jabber Video for TelePresenceおよび Cisco WebEx TelePresenceの管理設定は必要ありませ
ん。ユーザから質問があった場合は、次のサポートサイトに誘導してください。

（注）

• https://www.ciscojabbervideo.com/support

• http://telepresence.webex.com

Cisco Jabber Video for iPadのダウンロードとインストール
Cisco Jabber Video for iPadは、iTunes内または iPadデバイス上で App Storeからダウンロードし、
インストールできるアプリケーションです。

Connect On Demand VPN
Cisco Jabber Video for iPadにはConnect on Demand VPN機能が含まれています。Connect on Demand
VPN機能により、アプリケーションでは必要なときに自動的に VPN接続を確立することができ
ます。エンドユーザによる追加操作は必要ありません。 Connect On Demand VPN機能を使用する
には、ユーザが App Storeから Cisco AnyConnect Secure Mobility Clientをダウンロードしてインス
トールする必要があります。

Connect on Demand VPN機能を Cisco Jabber Video for iPadで提供するためには、Cisco AnyConnect
SecureMobilityClientで証明書認証を設定する必要があります。この設定の情報および手順につい
ては、『Cisco AnyConnect SecureMobility Client AdministratorGuide』を参照してください。『Cisco
AnyConnect Secure Mobility Client Administrator Guide』の最新バージョンは、http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10884/products_installation_and_configuration_guides_list.htmlから入手できます:。

特定のネットワーク展開では、追加の Cisco Unified Communications Manager設定が必要な場合が
あります。詳細については、Connect On Demand VPNの設定, （62ページ）を参照してくださ
い。

Cisco Jabber Video for iPadでは、Connect on Demand VPN機能の有効/無効の切り替え以外の設
定はありません。この機能は、アプリケーションがインストールされると、デフォルトでオ

ンになります。

（注）
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Cisco Jabber Video for iPadの相互起動
Cisco Jabber Video for iPadは Safariなどのブラウザから起動して、次のいずれかのタスクを実行で
きます。

•電話番号の呼び出し

•チャットセッションの開始

•ビデオコールの発信

次の表に、サードパーティアプリケーションが Cisco Jabber Video for iPadの機能を利用するため
に使用できる相互起動の URLを示します。

前提条件相互起動 URL機能

Cisco Unified Communications
Managerのアカウント

ciscotel://<phone_number>電話番号の呼び

出し

• Cisco WebEx Messenger
のアカウント

• Cisco Unified Presenceの
アカウント

xmpp://<instant_message_id>チャットセッ

ションの開始

• MOViの Cisco
TelePresence Video
Communication Serverア
カウント: URL

• SIPの Cisco Unified
Communications Manager
またはCisco TelePresence
Video Communication
Serverアカウント: URL

• movi://<phone_number>

• movi://<URI>

• sip://<phone_number>

• sip://<URI>

ビデオコール

の発信

• Cisco WebEx Messenger
のアカウント

• Cisco Unified Presenceの
アカウント

ciscojabber://goim?screenname=<contact_id>&

message=<message_tx>
インスタント

メッセージの送

信

   Cisco Jabber Video for iPad 9.3.4 アドミニストレーションガイド
4

はじめる前に

Cisco Jabber Video for iPadの相互起動



前提条件相互起動 URL機能

• Cisco Unified
Communications Manager
のアカウント

• Cisco TelePresence Video
Communication Serverア
カウント

• Cisco Jabber Video for
TelePresence / Cisco
WebEx TelePresenceアカ
ウント

ciscojabber://call?address=<user_address>&

type=<call_type>

コールタイプ：

• 0：ポイントツーポイント

• 1：Cisco Unified Communications Manager

• 2：Cisco TelePresence Video Communication
Server

• 3：Cisco Jabber Video for TelePresence / Cisco
WebEx TelePresence

• 4：アクティブなアカウントのタイプを判
定、そのタイプでコールを発信。

URLが値1、2、3を使用し、かつその
アカウントタイプが存在しない場合、

その URLは無視されます。

（注）

VoIPまたはビ
デオコールの

発信

ciscojabber://addbuddy?screenname=

<user_name>
担当者の追加

ciscojabber://goprofile?screenname=

<user_name>
プロファイルの

表示

• Cisco WebEx Messenger
のアカウント

• Cisco Unified Presenceの
アカウント

• Cisco Unified
Communications Manager
のアカウント

• Cisco TelePresence Video
Communication Serverア
カウント

• Cisco Jabber Video for
TelePresence / Cisco
WebEx TelePresenceアカ
ウント

ciscojabber://login?type=<account_type>&username=

<user_name>&token=<login_token>&primaryserver=

<primary_login_server>&secondaryserver=

<secondary_login_server>&sipdomain=<sip_domain>

&devicename=<ucm_device>

アカウントタイプ：

• 1：Cisco WebEx Messenger

• 2：Cisco WebEx Messengerシングルサイン
オン

• 3：Cisco Unified Presence

• 4：Cisco Unified Communications Manager

• 5：Cisco TelePresence Video Communication
Server

• 6：Cisco Jabber Video for TelePresence / Cisco
WebEx TelePresence

Cisco Jabber
Video for iPad
へのサインイン
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Apple iOS のサポートに関する情報
シスコでは、最新のメジャー iOSリリースでのみ Cisco Jabberの各リリースをサポートします。
Appleは iOSを管理し、無料の iOSアップデートを提供し、アクティブにユーザに新しい iOSリ
リースにアップグレードすることを推奨しています。企業のお客様が新しいメジャー iOSアップ
デートに移行しやすくするため、シスコのサポート担当者は、新しいリリースが発表されてから

3か月間は、前のメジャーリリースの最後のドットのリリースをサポートします。

緊急コールに関する重要な注意事項
iPadを電話として使用すると、911、999、112などの緊急コールで最新のまたは正確なロケーショ
ンデータが提供されない場合があります。不適切な緊急応答センターにコールが発信されたり、

緊急応答センターで正確な位置が把握できない場合があります。緊急時には、他に連絡手段がな

い場合にのみ、お使いのデバイスを電話としてご使用ください。シスコは、発生したエラーまた

は遅延の責任を負いません。
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第 2 章

DNS SRV を使用した簡易サインインのセッ
トアップ

ドメインネームサーバのサービスレコード（DNSSRV）を使用して、簡易サインインをセット
アップできます。 DNS SRVによって自動検出メカニズムが追加されるため、多くの配置で手動
アカウント設定を行う必要がなくなります。 DNS SRVは、Unified Communicationsサーバアド
レスを自動的に Cisco Jabber Video for iPadのクライアントに戻すことを可能にする、標準ベース
の機能です。 DNS SRVレコードが設定されていない場合、クライアントは手動プロビジョニン
グウィザードに戻します。

クライアントと併用する場合、DNS SRVには 2つの導入モデルがあります。

1 単一のサービス

単一サービス導入モデルでは、インスタントメッセージおよびプレゼンス、または Unified
Communicationsが企業ネットワークに導入されます。両方は導入されません。これは、Cisco
WebEx Messengerまたは Cisco Unified Presenceだけが、インスタントメッセージおよびプレ
ゼンスのために導入されるか、Cisco Unified Communicationsまたは Cisco TelePresence Video
Communication Serverがビデオコールおよび音声コールのために導入されることを意味する
場合があります。 1つのサービスだけが導入される場合、管理者はサービスとDNS SRVマッ
ピングテーブルに従って DNS SRVレコードを設定する必要があります。単一のサービスに
複数のサーバを導入することを予定している場合、管理者は複数のレコードを追加する必要

があります。各レコードには、適切なプライオリティおよび重み付けの情報を含める必要が

あります。 DNS SRVレコードのポート番号はクライアントによって使用されませんが、デ
フォルト値に設定する必要があります。

クライアントは、DNS SRVレコードで検出したプライオリティと重み付けに基づいてサーバ
リストを生成します。クライアントはこのサーバリストを順に参照して各サーバへの接続を

試み、到達可能なサーバへの接続が確立されたときに停止します。クライアントは、当該サー

バへの認証が成功したかどうかに関係なく、停止します。

2 複数のサービス

複数サービスの導入は、インスタントメッセージおよびプレゼンスとUnifiedCommunications
サービスの組み合わせで構成されます。管理者はサービスと DNS SRVマッピングテーブル
に従って DNS SRVレコードを設定する必要があります。 Unified Communicationsサービスと
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インスタントメッセージおよびプレゼンスサービスを統合する場合は、管理者はCiscoWebEx
Messengerまたは Cisco Unified Presenceでの Unified Communicationsの統合を有効にする必要
があります。ユーザがインスタントメッセージおよびプレゼンスのアカウントにサインイン

した後、クライアントは自動的に Unified Communicationのアカウントにサインインしませ
ん。任意の単一のサービスに複数のサーバを導入することを予定している場合、管理者は複

数のレコードを追加する必要があります。各レコードには、適切なプライオリティおよび重

み付けの情報を含める必要があります。 DNS SRVレコードのポート番号はクライアントに
よって使用されませんが、デフォルト値に設定する必要があります。

クライアントには DNS TXTレコードによってカスタマイズできるサービスプライオリティ
リストが含まれます。これらのレコードの設定の詳細については、検出および自動設定のカ

スタマイズ, （13ページ）を参照してください。クライアントは、各サービスの最初のサー
バに接続を試行します。そのサービスに接続できない場合は、同じサービスの次のサーバが

試行されます。サーバで認証されない場合は、当該サービスのその他のサーバを無視し、次

のサービスの最初のサーバにサインインを試みます。検出したすべてのサーバで認証に失敗

した場合は、エンドユーザにエラーメッセージが表示されます。

クライアントは正常に接続できたサーバを記憶し、アプリケーションの次回起動時にそれら

に対して認証を試みます。認証が失敗した場合、クライアントは自動的にサービス検出を実

行し、現在のクレデンシャルでサインインします。

シスコでは、管理者が集中型 TFTPサーバをセットアップして複数クラスタの Cisco Unified
Communications Manager導入に対してのみ DNS SRVを有効にするよう要求しています。詳細に
ついては、集中型 TFTPサーバのセットアップ, （12ページ）を参照してください。

この項では、この機能と、企業でのクライアントの導入に際しての設定方法について説明しま

す。

ここで示す手順はこの機能に特化しています。サービス導入には、他のセクションに記述し

た他の手順も必要です。どのセクションが特定の導入に該当するかについては、このマニュ

アルの使用方法, （2ページ）を参照してください。

（注）

• クライアントのログインおよび自動検出, 9 ページ

• DNS SRVレコード, 9 ページ

• DNS SRVレコードのセットアップ, 10 ページ

• 集中型 TFTPサーバのセットアップ, 12 ページ

• 検出および自動設定のカスタマイズ, 13 ページ

• トラブルシューティング, 15 ページ
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クライアントのログインおよび自動検出
クライアントの初回起動時、ドメインネームサーバ（DNS）が照会されます。ユーザが自分の
アカウント（username@example.com）を入力すると、クライアントが指定されたアカウントのド
メイン部分に対応する DNS SRVレコードを照会します（この場合、example.com）。クライアン
トはDNSサーバからの応答を予期し、その応答によってクライアントは設定作業を完了し、サー
ビスがユーザに提供されます。指定されたアカウントは、電子メールアドレスまたは

<username>@<domain>形式を使用する他のクレデンシャルである場合があります。システム管
理者は、ユーザが Cisco Jabber Video for iPadにログインするときに必要なクレデンシャルを認識
できるようにする必要があります。

管理者は、企業が実装したサービスのタイプごとに新しい DNS SRVレコードを作成します。ク
ライアントでは次のサービスがサポートされています。

•インスタントメッセージおよびプレゼンス

◦ CiscoUnifiedCommunicationsManagerのインスタントメッセージとプレゼンス（旧Cisco
Unified Presence）

◦ Cisco WebEx Messenger（旧 Cisco WebEx Connect）

• Unified Communications

◦ Cisco Unified Communications Manager

◦ Cisco TelePresence Video Communication Server

◦ Cisco Jabber Video for TelePresence

◦ Cisco WebEx TelePresence

インスタントメッセージおよびプレゼンスと Unified Communicationsサービス（Cisco WebEx
Messengerおよび Cisco Unified Communications Managerなど）が配置されると、クライアントは
DNS SRVレコードを使用して提供された Unified Communicationサーバではなく、インスタント
メッセージングおよびプレゼンスサービス（CiscoWebExMessengerまたはCiscoUnified Presence）
で設定された Unified Communicationsサーバを使用します。

DNS SRV レコード
DNSSRVレコードはクライアント固有のドメインで利用可能なサービスに関する情報を提供しま
す。クライアントはサーバを選択し、それを使用して、展開したサービスまたはサーバに接続し

ます。ここでは、DNS SRVレコードの形式とフォーマットについて説明します。 DNS SRVレ
コードに関するその他の技術情報については、RFC 2782を参照してください。

クライアントはネットワーク上で、ユーザ指定の電子メールアドレスのドメイン部分に対応す

る、想定されるすべてのサービスを照会します。次に、DNSSRVレコードの結果によって検出さ
れたサービスに基づいて接続を試みます。複数のサービスが検出された場合、クライアントは次

の順序でサービスに接続します。
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1 Cisco WebEx Messenger

2 Cisco Unified Presence

3 Cisco Unified Communications Manager

4 Cisco TelePresence Video Communication Server

5 Cisco Jabber Video for TelePresence

6 Cisco WebEx TelePresence

管理者は、このデフォルトの順序をオーバーライドできます。変更の詳細については、検出およ

び自動設定のカスタマイズ, （13ページ）を参照してください。

DNS SRV レコードのセットアップ
DNSレコードは、サーバ名をネットワーク環境の単一の IPアドレスと照合する一連のエントリで
構成されます。DNSSRVレコードはこれとは異なり、サービスをネットワーク環境の単一のサー
バまたは一連のサーバと照合します。このため、DNSSRVによってクライアントは実際のサーバ
ではなく、求めているサービスタイプを認識しているだけで済みます。これにより、ほとんどの

ネットワーク環境には特定のサービスのニーズに合わせて負荷分散された複数のサーバがあるた

め、配置、サーバ管理、サービスフェイルオーバーが容易になります。

複数のサーバが 1つのサービス用に設定されている場合、クライアントは、最初のエントリに接
続できない場合、次のサーバに接続を試みます。指定したサービスへの認証に失敗した場合、ク

ライアントはこのサービスに接続を試みるのを中止し、エラーメッセージを表示します。

次の表では、クライアントの DNS SRVレコードのタイプを示します。

DNS SRV レコードサービス

_xmpp-client._tcpCisco WebEx Messenger

_cuplogin._tcpCisco Unified Presence

_cisco-phone-tftp._tcpCisco Unified Communications Manager TFTP

_cisco-phone-http._tcpCisco Unified Communications Manager CCMCIP

_sip._tcp.internalCisco TelePresence Video Communication Server
（内部）

_sip._tcp.externalCisco TelePresence Video Communication Server
（外部）

_ciscowtp._tcpCisco Jabber Video for TelePresence

_ciscowtp._tcpCisco WebEx TelePresence

次の表では、このマニュアルで説明する導入モデルで使用されているDNSSRVレコードの完全な
例を示します。
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完全な DNS SRV レコードの例展開モデル

_xmpp-client._tcp.example.com SRV 0 5222

c2s.example.com.webexconnect.com

Cisco WebEx Messenger

Cisco WebEx Messengerおよび Cisco Unified
Communications Manager

CiscoWebExMessengerおよびCisco TelePresence
Video Communication Server

CiscoWebExMessengerおよびCisco Jabber Video
for TelePresence

_cuplogin._tcp.example.com SRV 0 1 8443

cup.example.com

Cisco Unified Presence

Cisco Unified Presenceおよび Cisco Unified
Communications Manager

_cisco-phone-tftp._tcp.example.com SRV 0 0

69 cucm.example.com

_cisco-phone-http._tcp.example.com SRV 0 0

80 cucm.example.com

Cisco Unified Communications Manager

_sip._tcp.internal.example.com SRV 0 0 5060

vcsc.example.com

_sip._tcp.external.example.com SRV 0 0 5060

vcse.example.com

Cisco TelePresence Video Communication Server

_ciscowtp._tcp.jabber.com SRV 0 0 443

boot.ciscojabbervideo.com

Cisco Jabber Video for TelePresence

_ciscowtp._tcp.webex.com SRV 0 0 443

boot.telepresence.webex.com

Cisco WebEx TelePresence

管理者は、Cisco Jabber Video for TelePresenceや Cisco WebEx TelePresence用に DNS SRVレコー
ドを設定する必要はありません。それらはすでに設定されており、インターネット経由で入

手可能です。

（注）

次に、クライアントが使用する Cisco Unified Presenceサーバアドレスを提供することにより検出
要求に応答する、単一の DNS SRVレコードの例を示します。

_cuplogin._tcp.example.com SRV 0 1 8443 cup.example.com

SRVレコードで提供されるポート番号は、クライアントでは使用されません。ただし、レコー
ドは提供されたデフォルト値に設定する必要があります。

（注）
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重み付けおよびプライオリティは、同じ DNS SRVレコードタイプにおいてサポートされま
す。重み付けは、同じプライオリティを持つ SRVレコードに対してのみ適用されます。

（注）

この例では、クライアントは想定されるすべてのサービスをネットワークで照会し、定義済みの

Cisco Unified Presenceサーバの応答を取得します。これにより、クライアントが他のサービスの
クレデンシャルではなく Cisco Unified Presenceのクレデンシャルとして提供されたクレデンシャ
ルを使用してこのサーバに接続するように指示します。

次の一般的な手順を使用して、新しい DNS SRVレコードを作成します。

手順

ステップ 1 提供されるネットワークサービスで情報を編集します。

ステップ 2 複数のサーバの場合は、各サーバに割り当てる重み付けおよびプライオリティを設定します。

ステップ 3 新しい DNS SRVレコードを作成します。

ステップ 4 新しいレコードをネットワークの DNS設定に配置します。

集中型 TFTP サーバのセットアップ
同じ企業ドメインに複数の Cisco Unified Communications Managerクラスタがある場合は、集中型
TFTPサーバをセットアップします。また、このサーバが検出できるように、DNS SRVレコード
を追加する必要があります。次に、そのようなレコードが示される例を示します。レコードの項

目は次の順序で表示されます。

• SRVレコード

•プライオリティ

•重み付け

•ポート

• Aレコード

cisco-phone-tftp._tcp.example.com 0 0 69 cftp.example.com

集中型 TFTPサーバを示すために、cisco-phone-tftpレコードタイプが使用されます。この例で

は、クライアントがサーバctftp.example.comを検出し、デバイス設定を直接ダウンロードできる

ようにします。
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デバイスおよびデバイスコンフィギュレーションファイルについては、次の事項に注意して

ください。

（注）

•すべてのデバイス名に適格性がある必要があります。デバイス名の最初の 3文字は TAB
であり、その後にデバイスに関連付けられたユーザのユーザ名を続ける必要があります。

JohnSmithのユーザ名が jsmithである場合、適切なデバイス名の例はTABJSMITHです。
このデバイス名の全体の長さが 15文字を超えることはできません。

•シスコでは、管理者がすべてのクラスタのタブレットデバイスごとに SIP認証を有効に
することを強く推奨します。

•集中型TFTPサーバが検出されるようにするため、管理者は企業ドメインにcisco-phone-http
レコードを追加してはなりません。

検出および自動設定のカスタマイズ
デフォルトのサービス検出順序は次のとおりです。

1 Cisco WebEx Messenger

2 Cisco Unified Presence

3 Cisco Unified Communications Manager

4 Cisco TelePresence Video Communication Server

5 Cisco Jabber Video for TelePresence

システム管理者はDNSTXTレコードを使用してサービス検出のプライオリティをカスタマイズで
きます。サービス検出のプライオリティのカスタマイズは、複数のサービスを提供するネット

ワーク環境で必要になる場合があります。 DNS TXTレコードは RFC 1035で定義されています。
DNSTXTの使用例は、RFC4408（Sender Policy Framework）およびRFC5672（DomainKeys Identified
Mail）で確認できます。

DNSTXTレコードを配置してサービスのプライオリティをカスタマイズしている管理者は、Jabber
Simple Configuration Priority（JSCP）レコードと呼ばれる、典型的なレコードのカスタムフォーム
を使用する必要があります。典型的な DNS TXTレコードは次の形式になります。

name ttl class TXT text

Jabber Simple Configuration Priorityレコードはこれとは少し異なります。

name ttl class TXT JSCP-specific-text

JSCP-specific-textパラメータによってカスタムサービスのプライオリティが定義されます。こ

のパラメータには引用符付きのテキストが次の形式で含まれます。

"v=jscpv1 <dns-srv-name>; <dns-srv-name>; ..."
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各サービスは、DNSSRVレコードで定義されたコードを使用して定義されます。プライオリティ
は、サービスリストでの表示位置に応じてサービスに割り当てられます。リストの最初にある

サービスのプライオリティが最も高く、後ろのエントリほどプライオリティが低くなります。

Cisco WebEx Messengerの導入でシングルサインオン（SSO）を使用する場合、Cisco WebEx
Messengerサービスは、リストの最初のサービスである必要があります。

（注）

DNSTXTレコードを使用してサービスのプライオリティをカスタマイズする場合は、次のように
なります。

• DNS TXTレコードのプライオリティは、常にデフォルトのプライオリティリストよりも優
先されます。

• DNS TXTレコードの DNS SRV名は、追加レコードが存在する場合でもクライアントによっ
て認識されます。

•対応する DNS SRVレコードがない DNS SRV名は無視され、エラーは出力されません。

• DNSTXTレコードに誤った形式が使用されているか空である場合、デフォルトのプライオリ
ティリストが使用され、エラーがログに記録されます。

• DNS TXTレコードがない場合、デフォルトのプライオリティリストが使用されます。

次に、DNS SRVレコードを含み、JSCP形式のレコードを使用するDNS TXTレコードの例を示し
ます。

; UC DNS SRV records

_xmpp-client._tcp.example.com 86400 IN SRV 0 5 5222 xmppserver.example.com

_cisco-phone-tftp._tcp.example.com 86400 IN SRV 0 5 6970 cucm8xserver.example.com

_sip._tcp.internal.example.com 86400 IN SRV 0 5 5060 sipserver.example.com

; JSCP TXT RR example - WebEx Messenger サービスを無視し、CUCM サービス上の集中型 tftp での VCS

サービスを優先

cisco.com 30 IN TXT "v=jscpv1 _sip._tcp.internal.example.com;

_cisco-phone-tftp._tcp.example.com; "

cisco.com 30 IN TXT "v=jscpv1 _cisco-phone-tftp._tcp.example.com"

この例は、クライアントがCiscoWebExMessengerサービスを無視し、CiscoUnifiedCommunications
Managerサービス上の集中型 TFTPを伴う Cisco Telepresence Video Communications Serverサービス
を優先するように構築されています。

これらの一般的な手順に従って、新しい DNS SRVレコードおよび DNS TXTレコードを作成して
ください。
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手順

ステップ 1 提供されるネットワークサービスで情報を編集します。

ステップ 2 複数のサーバの場合は、各サーバに割り当てる重み付けおよびプライオリティを設定します。

ステップ 3 サービス検出の順序を決定します。

ステップ 4 新しい DNS SRVレコードを作成します。

ステップ 5 ステップ 3に基づいて、DNS TXTレコードを作成します。

ステップ 6 ネットワーク内の DNSサーバに新しい DNS SRVレコードと DNS TXTレコードを配置します。

トラブルシューティング
トラブルシューティングの際、次の情報を使用します。

•ネットワーク接続デバイスから DNS設定のトラブルシューティングを行います。Microsoft
Windows環境でコマンドプロンプトから NSLOOKUPコマンドを使用します。このコマンドの

詳細については、http://support.microsoft.com/kb/816587を参照してください。

• [設定（Settings）] > [ヘルプ（Help）] > [サービス検出（Service Discovery）]を選択して、手
動サービス検出を実行します。手動サービス検出は、システム管理者が指導してください。

手動サービス検出を実行すると、現在のクライアントのアカウントからログアウトし、サー

ビス検出を実行し、自動的に現在のユーザクレデンシャルを使用して、検出されたサービス

にログインします。

手動サービス検出を実行する前に、システム管理者に連絡してください。サー

ビス検出を実行すると現在のアカウントからログアウトするため、既存のア

カウント設定が削除される可能性があります。

（注）
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第 3 章

Cisco WebEx Messenger の設定

Cisco WebEx Messenger Administration Toolを使用することにより、クラウド環境で Cisco Jabber
Video for iPadを設定できます。このツールの使用方法については、http://www.webex.com/
webexconnect/orgadmin/help/index.htmにある『Cisco WebEx Messenger Administration Guide』を参
照してください。

このマニュアルの PDFをダウンロードすることもできます。

• Cisco WebEx Messenger Administration Toolを使用した設定, 17 ページ

• 組み合わせ導入時の Cisco Unified Communications Managerの設定, 18 ページ

• 組み合わせ導入時の VCSの設定, 19 ページ

Cisco WebEx Messenger Administration Tool を使用した設
定

Cisco WebEx Messenger Administration Toolにより、インスタントメッセージ（IM）、プレゼンス
ステータス、および Cisco Unified Communications Managerとの統合の設定を指定することができ
ます。このツールの使用方法については、http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/index.htm
にある『Cisco WebEx Messenger Administration Guide』を参照してください。

次の順序でタスクを実行することを推奨します。

このリストは各タスクの概略を示したものであり、設定の詳細がすべて含まれているとは限り

ません。詳細については、個々のリンクを参照してください。

ユーザがすでにデスクトップアプリケーションで Cisco WebEx Messengerと Cisco Unified
Communications Managerを両方とも設定している場合、その設定は自動的に Cisco Jabber Video
for iPadで有効になります。

（注）
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手順

ステップ 1 組織情報を指定します。

http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/index.htm?toc.htm?17382.htmに進みます。

ステップ 2 ユーザを作成し、プロビジョニングします。

http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/index.htm?toc.htm?cs_user.htmに進みます。

ステップ 3 IMおよびプレゼンスステータスを設定します。
http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/index.htm?toc.htm?17169.htmに進みます。

ステップ 4 テレフォニーサービスを設定します。

http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/index.htm?toc.htm?18648.htmに進みます。

シスコでは、テレフォニーサービスを設定する場合に、完全修飾ドメイン名（FQDN）
で Cisco Unified Communications Managerを展開することを推奨します。テレフォニー
サービスを設定するときに、IPアドレスでCisco Unified CommunicationsManagerを展開
する場合、Connect On Demand VPN機能をイネーブルにするには追加設定が必要です。
FQDNの使用の詳細については、該当する Cisco Unified Communications Managerのマ
ニュアルを参照してください。

（注）

ステップ 5 ボイスメールを設定します。

http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/index.htm?toc.htm?cs_visual_voicemail.htmに進み
ます。

ボイスメールのパラメータが Cisco WebEx Messenger Administration Toolと Cisco Unified
Communications Managerの製品固有の設定の両方で設定されている場合、Cisco Jabber
Video for iPadは Cisco Unified Communications Managerの設定を使用し、Cisco WebEx
Messenger Administration Toolのボイスメール設定を無視します。

（注）

ステップ 6 会議を設定します。

http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/index.htm?toc.htm?17386.htmに進みます。

組み合わせ導入時の Cisco Unified Communications Manager
の設定

Cisco WebEx Messengerと Cisco Unified Communications Managerを組み合わせて導入する場合、
Cisco Unified Communications Managerの設定には、Cisco Unified Communications Managerのみの導
入に関する章で説明しているのと同じ手順を使用します。「CiscoUnifiedCommunicationsManager
9.xの設定」を参照してください。
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組み合わせ導入時の VCS の設定
CiscoWebExMessengerとVCSを組み合わせて導入する場合、CiscoTelePresenceVideoCommunication
Server（VCS）の設定には、VCSのみの導入に関する章で説明しているのと同じ手順を使用しま
す。「Cisco TelePresence Video Communication Serverの設定」を参照してください。
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第 4 章

Cisco Unified Presence の設定

この章では、Cisco Unified Presenceを使用した Cisco Jabber Video for iPadの設定方法について説
明します。

• 必須サービスの起動, 21 ページ

• ファイアウォールの要件, 22 ページ

• ディレクトリ検索、IM、およびプレゼンスステータスの設定, 24 ページ

• CCMCIPプロファイルのセットアップ, 31 ページ

• プロキシリスナーおよび TFTPアドレスの設定, 32 ページ

• Cisco Unified Presenceでのボイスメールサーバ名およびアドレスの設定, 33 ページ

• Cisco Unified Presenceでのメールストアサーバ名およびアドレスの設定, 34 ページ

• Cisco Unified Presenceでのボイスメールプロファイルの作成, 34 ページ

必須サービスの起動
すべてのクラスタ内のすべてのCiscoUnifiedPresenceノード上で次のCiscoUnifiedPresenceExtensible
Communication Platform（XCP）サービスを起動します。

• Cisco Unified Presence XCP Authentication Service

• Cisco Unified Presence XCP Connection Manager

また、使用可能にする機能に応じて次のUnified PresenceXCPサービスもすべてのクラスタ内のす
べての Unified Presenceノード上で起動します。

• Cisco Unified Presence XCP Text Conference Manager（グループチャット用）

• Cisco Unified Presence XCP SIP Federation Connection Manager（SIPを使用するサードパーティ
製アプリケーションとのフェデレーションサービスをサポートする場合）
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• CiscoUnified PresenceXCPXMPP Federation ConnectionManager（XMPPを使用するサードパー
ティ製アプリケーションとのフェデレーションサービスをサポートする場合）

• Cisco Unified Presence XCP Counter Aggregator（システム管理者が XMPPコンポーネントに関
する統計データを表示できるようにする場合）

• Cisco Unified Presence XCPMessage Archiver（すべてのインスタントメッセージを自動アーカ
イブする場合）

関連サービスを有効にする前に、設定中の各機能のマニュアルをお読みください。追加の作

業が必要な場合があります。

（注）

ファイアウォールの要件
ポートがアプリケーションのトラフィックを伝送するようにハードウェアファイアウォールを設

定します。ハードウェアファイアウォールは、望まないトラフィックからの保護を組織レベルで

実現するネットワークデバイスです。次の表に、Cisco Unified Communications Managerと Cisco
Unified Presenceの導入に必要なポートを示します。これらのポートは、アプリケーションが正常
に機能するために、すべてのファイアウォール上で開いておく必要があります。

説明プロトコルポート

着信

ビデオおよびオーディオ用の
Real-Time Transport Protocol
（RTP）メディアストリームを
受信します。これらのポート

は、Cisco Unified
CommunicationsManagerで設定
します。

UDP16384～ 32766

発信

Trivial File Transfer Protocol
（TFTP）ファイルをダウンロー
ドするためにTFTPサーバに接
続します

TFTP69
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説明プロトコルポート

会議用のCiscoWebExMessenger
やボイスメール機能用の Cisco
Unity Connectionなどのサービ
スに接続します

TFTPサーバアドレスにポート
が指定されていない場合、Cisco
Jabber for iPadは、ポート 6970
を使用して、電話設定ファイル

とダイヤルルールファイルを

取得しようとします。

HTTP80および 6970

Session Initiation Protocol（SIP）
コールシグナリングを提供し

ます

UDP/TCP5060

セキュアな SIPコールシグナ
リングを提供します

TCP5061

Cisco Unified Communications
Manager IP Phone（CCMCIP）
サーバに接続し、現在割り当て

られているデバイスのリストを

取得します

TCP8443

UDPでビデオとオーディオの
RTPメディアストリームを送
信します

UDP16384～ 32766

連絡先を検索するためにLDAP
サーバに接続します

TCP389

CiscoUnity Connectionに接続し
て、ボイスメッセージの取得

と管理を行います

VMRest
HTTPS

443
7080

Cisco Unified Communications
Managerで連絡先を検索するた
めにUser Data Services（UDS）
に接続します

HTTPS8443

連絡先を検索するためにセキュ

ア LDAPサーバに接続します
LDAPS636
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ディレクトリ検索、IM、およびプレゼンスステータスの
設定

以下のトピックを確認して、IMとプレゼンスステータスを設定します。

はじめる前に

管理者は、Cisco Unified Presence 8.5以上を使用する場合 JABBERIPADクライアントタイプを設
定する必要があります。CiscoUnified Presenceのメニューから [CiscoUnified Presenceの管理（Cisco
Unified PresenceAdministration）] > [アプリケーション（Application）] > [クライアントタイプ（Client
Types）]を選択し、JABBERIPADが含まれていることを確認します。このオプションが使用可
能でない場合、補足説明 CSCtq15767の回避策一覧を参照してください。

LDAP サーバの設定
Cisco Unified Presenceで次のタスクを実行します。

はじめる前に

次の手順を実行します。

• LDAP属性マップの設定

• LDAPディレクトリのホスト名または IPアドレスを取得します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）] > [アプリケーション
（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [LDAPサーバ（LDAP Server）]を選択し
ます。

LDAPサーバの設定は、リリース 9.0以降の Cisco Unified Communications Managerで実
行します。

（注）

ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 3 LDAPサーバ名を入力します。

ステップ 4 LDAPサーバの IPアドレスまたは FQDN（完全修飾ドメイン名）を入力します。

ステップ 5 LDAPサーバが使用するポート番号を指定します。デフォルトは、次のとおりです。

• TCP：389

• TLS：636

この情報については、LDAPディレクトリのマニュアルまたは LDAPディレクトリの設定を確認
してください。
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ステップ 6 プロトコルタイプに [TCP]または [TLS]を選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

LDAP プロファイルの作成およびユーザの追加
Cisco Jabber Video for iPadは、検索のたびに LDAPサーバに接続します。プライマリサーバへの
接続が失敗した場合、アプリケーションは最初のバックアップLDAPサーバへの接続を試みます。
それが使用できない場合は、2番目のバックアップサーバを試します。また、アプリケーション
は定期的にプライマリ LDAPサーバに復帰しようとします。システムのフェールオーバー中に処
理中の LDAPクエリーがあると、その LDAPクエリーは次に使用可能なサーバで完了します。

はじめる前に

次の手順を実行します。

• LDAPサーバ名およびアドレスを指定します。

• Cisco Jabber Video for iPadユーザをプロファイルに追加するには、まず LDAPプロファイル
を作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）] > [アプリケーション
（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [LDAPプロファイル（LDAP Profile）]
を選択します。

LDAPプロファイルの設定は、リリース 9.0以降のCiscoUnifiedCommunicationsManager
で実行します。

（注）

ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 3 フィールドに情報を入力します。

設定フィールド

プロファイル名を 128文字内で入力します。名前（Name）

これはオプションです。説明を 128文字内で入力します。説明（Description）

これはオプションです。管理者レベルのアカウント情報を

128文字内で入力します。これは、バインドの認証のために
バインドしている識別名です。

このフィールドの構文は、展開するLDAPサーバのタイプに
よって異なります。詳細については、LDAPサーバのドキュ
メンテーションを参照してください。

バインド識別名（Bind
Distinguished Name）
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設定フィールド

これはオプションです。ユーザクレデンシャルを使用して

このLDAPサーバにサインインするには、このオプションを
オフにします。

Anonymous以外のバインド操作の場合、Cisco JabberVideo for
iPadは一組の資格情報を受け取ります。設定している場合、
これらのクレデンシャルは、バックアップLDAPサーバで有
効にする必要があります。

[匿名バインド（Anonymous Bind）]をオンにする
と、ユーザはこのLDAPサーバに読み取り専用アク
セスで匿名ログインできます。匿名アクセスは、

ディレクトリサーバで許可しても構いませんが、

推奨しません。その代わりに、検索対象のユーザ

が配置されているのと同じディレクトリに対して読

み取り専用権限を持つユーザを作成します。アプ

リケーションが使用できるように、Cisco Unified
Presenceにディレクトリ番号およびパスワードを指
定します。

（注）

匿名バインド（AnonymousBind）

これはオプションです。 LDAPバインドのパスワードを 128
文字内で入力します。これは、ユーザにこのLDAPサーバへ
のアクセスを許可する [バインド識別名（Bind Distinguished
Name）]フィールドに指定した管理者レベルのアカウントの
パスワードです。

パスワード（Password）

[パスワード（Password）]に入力したパスワードを再入力し
ます。

パスワードの確認（Confirm
Password）

これはオプションです。LDAPユーザ全員が設定されている
場所を入力します。この場所はコンテナまたはディレクトリ

です。その名前を256文字内で入力します。1つのOU/LDAP
検索コンテキストだけを使用します。

検索コンテキスト（Search
Context）

これはオプションです。検索ベースから始まるディレクトリ

の再帰検索を実行するにはオンにします。

再帰検索（Recursive Search）

プライマリ LDAPサーバおよびオプションのバックアップ
サーバを選択します。

[プライマリ LDAPサーバ
（Primary LDAP Server）]および
[バックアップ LDAPサーバ
（Backup LDAP Server）]
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設定フィールド

[ユーザの検索/一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウを
終了するには、このボタンを選択します。 [検索（Find）]を
選択して検索結果フィールドに値を入力します。または、特

定のユーザを検索してから [検索（Find）]をクリックしま
す。ユーザをこのプロファイルに追加するには、ユーザを選

択し、[選択項目の追加（Add Selected）]を選択します。

プロファイルにユーザを追加

（Add Users to Profile）

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

LDAP 属性マップの設定

はじめる前に

使用中の環境の LDAP属性を入力し、所定の Cisco Jabber Video for iPad属性にマップする、Cisco
Unified Presence上の LDAP属性を設定します。

従業員のプロファイル写真を保存するために LDAPを使用する場合は、LDAPサーバに写真ファ
イルをアップロードするためのサードパーティ拡張を使用するか、他の手段で LDAPディレクト
リサーバスキーマを拡張してLDAPサーバが画像に関連付けることができる属性を作成します。

Cisco Jabber Video for iPadの場合、プロファイル写真を表示するには、LDAP属性マップで、[写
真（Photo）]の値を適切な LDAP属性にマップします。

（注） •連絡先の写真は、Cisco Jabber Video for iPadで表示されたときにクロップされる場合があ
ります。

• LDAP属性マップの UPC UserID設定は、Cisco Unified Communications Managerユーザ ID
と一致する必要があります。このマッピングにより、ユーザは LDAPから Cisco Jabber
Video for iPadの連絡先リストに連絡先を追加できます。このフィールドは、LDAPユー
ザを Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco Unified Presence上の対応するユー
ザと関連付けます。

• LDAPフィールドは、ただ 1つのフィールドにだけマッピングできます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）] > [アプリケーション
（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [設定（Settings）]を選択します。
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リリース 9.0を使用する場合は、[CiscoUnified CM IM/Presence（CiscoUnified CM IMand Presence）]
> [アプリケーション（Application）] > [レガシークライアント（LegacyClients）] > [設定（Settings）]
を選択します。

ステップ 2 [ディレクトリサーバのタイプ（Directory Server Type）]からサポート対象の LDAPサーバを選択
します。

LDAPサーバは、LDAP属性マップに Cisco Jabberユーザフィールドおよび LDAPユーザフィー
ルドを入力します。

ステップ 3 必要に応じて、特定の LDAPディレクトリと一致するように LDAPフィールドに変更を加えま
す。

値はどの LDAPサーバホストにも共通になります。次の LDAPディレクトリ製品マッピングに
注意してください。

UserID マッピングLastName マッピング製品

sAMAccountNameSNMicrosoft Active Directory

uidSNOpenLDAP

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。
現在の属性マッピングを使用するのを止めて、工場出荷時のデフォルト設定を使用する

には、[デフォルトに戻す（Restore Defaults）]を選択します。
ヒント

Active Directory 属性のインデックス作成
次の Active Directory属性のインデックスを作成します。

• sAMAccountName

• displayName

• mail

• msRTCSIP-PrimaryUserAddress

さらに、連絡先解決に使用される属性のインデックスも作成します。たとえば、次の属性のイン

デックスを作成しなければならない場合があります。

• telephoneNumber

•連絡先を見つけるために使用されるその他のディレクトリ電話番号属性
（DisableSecondaryNumberLookupsキーの値に依存）

• ipPhone（この属性が環境内で使用されている場合）
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IM ポリシーのオン/オフ
この手順では、Cisco Unified Presenceクラスタ内のすべての IMアプリケーションの IM機能をオ
ンまたはオフにする方法について説明します。Cisco Unified Presenceで IM機能はデフォルトでオ
ンになります。

Cisco Unified Presenceで IM機能をオフにした場合、すべてのグループチャット機能（アド
ホックおよび永続的なチャット）はCisco Unified Presenceで機能しません。Cisco UP XCP Text
Conferenceサービスをオンにしない、または Cisco Unified Presenceでの永続的なチャット用に
外部データベースを設定することを推奨します。

注意

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）] > [メッセージング
（Messaging）] > [設定（Settings）]を選択します。

ステップ 2 [インスタントメッセージを有効にする（Enable instant messaging）]を選択します。
（注） •この設定をオンにした場合、ユーザは IMを送受信できます。

•この設定をオフにした場合、ユーザは IMを送受信できません。ユーザはプレゼン
スステータスおよび電話操作についてのみ IMを使用できます。

ステップ 3 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 4 Cisco UP XCP Routerサービスを再起動します。

IM ポリシー設定の指定
次の手順に従って IMポリシー設定を指定できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）] > [プレゼンス（Presence）]
> [設定（Settings）]を選択します。

ステップ 2 プレゼンスステータスを表示するには、自動許可をオンまたはオフにします。
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手順項目

[確認プロンプトなしで、ユーザが他のユーザの
プレゼンスステータスを表示できるようにする

（Allow users to view the availability of other users
without being prompted for approval）]をオンにし
ます。

ローカル企業内のユーザから受信するすべての

プレゼンスステータス登録を Unified Presence
が自動的に許可するようにするには、自動許可

をオンにします。

[確認プロンプトなしで、ユーザが他のユーザの
プレゼンスステータスを表示できるようにする

（Allow users to view the availability of other users
without being prompted for approval）]をオフにし
ます。

登録の許可または拒否のプロンプトのユーザへ

の表示先にUnified Presenceがすべてのプレゼン
スステータス登録を送信するようにするには、

自動許可をオフにします。

ステップ 3 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）] > [メッセージング
（Messaging）] > [設定（Settings）]を選択します。

ステップ 4 これらのグローバル設定をオンまたはオフにします。

手順項目

[インスタントメッセージを有効にする（Enable
instant messaging）]をオフにします。

インスタントメッセージングサービスをグロー

バルにオフにする

[オフライン中の相手へのインスタントメッセー
ジの送信を無効にする（Suppress Offline Instant
Messaging）]をオフにします。

オフラインインスタントメッセージングをグ

ローバルにオンにする

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 6 Cisco UP XCP Routerサービスを再起動します。

Web サーバから連絡先画像をフェッチするための URL 文字列の設定
Cisco Jabber Video for iPadがLDAPサーバではなくWebサーバから画像をフェッチできるように、
LDAP属性マップの [写真（Photo）]フィールドにパラメータ化された URL文字列を設定できま
す。 URLの文字列には、ユーザの画像を一意に識別するデータの一部が含まれたクエリー値と
LDAP属性を含めてください。シスコは、ユーザ ID属性を使用することを推奨します。ただし、
一意にユーザの画像を識別するデータをクエリー値に含めた LDAP属性であればすべて使用でき
ます。

置換文字列として %%<userID>%%を使用することを推奨します。例：

• http://mycompany.example.com/photo/std/%%uid%%.jpg

• http://mycompany.example.com/photo/std/%%sAMAccountName%%.jpg
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2つ並んだパーセント記号は必須であり、置換する LDAP属性の名前を囲むのに使用する必要が
あります。 Cisco Jabber Video for iPadは、パーセント記号を削除し、パーセント記号で囲んでい
たパラメータを、ユーザの画像取得のために実行した LDAPクエリーの結果に置き換えます。

たとえば、クエリー結果に値「johndoe」の属性「uid」が含まれている場合、
http://mycompany.com/photos/%%uid%%.jpgテンプレートによって、
http://mycompany.com/photos/johndoe.jpgという URLが作成されます。 Cisco Jabber
Video for iPadは画像をフェッチしようとします。

この置換技術が機能するのは、Cisco Jabber Video for iPadがクエリー結果を使用でき、それを前記
のテンプレートに挿入して、JPG画像をフェッチする有効な URLを生成できる場合に限られま
す。社内で画像を搭載しているWebサーバが、POSTを必要とする場合（たとえば、ユーザの名
前はURLにない場合）や、ユーザ名ではなく画像のクッキー名を使用する場合、この置換技術は
機能しません。

（注） • URLの長さは 50文字に制限されます。

• Cisco Jabber Video for iPadは、このクエリに対する認証をサポートしません。画像は、資
格情報なしでWebサーバから取得可能である必要があります。

CCMCIP プロファイルのセットアップ

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）] > [アプリケーション
（Application）] > [CiscoUnified Personal Communicator] > [CCMCIPプロファイル（CCMCIPProfile）]
を選択します。

リリース 9.0を使用する場合は、[Cisco Unified CM IM and Presence] > [アプリケーション
（Application）] > [レガシークライアント（Legacy Clients）] > [CCMCIPプロファイル（CCMCIP
Profile）]を選択します。

ステップ 2 [CCMCIPゲートウェイプロファイルの検索と一覧表示（Find and List CCMCIP Gateway Profiles）]
ウィンドウで CTIプロファイルを検索します。
CCMCIPプロファイルが見つかった場合、これ以上のアクションは不要です。

ステップ 3 CCMCIPプロファイルが見つからない場合は、[新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 4 フィールドに必要な情報を入力します。

設定フィールド

プロファイル名を入力します。名前（Name）

プロファイルの説明を入力します。説明（Description）
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設定フィールド

プライマリサーバおよびバックアップサーバ

を選択します。

[プライマリ CCMCIPホスト（Primary CCMCIP
Host）]および [バックアップ CCMCIPホスト
（Backup CCMCIP Host）]

システムに新規に追加されたユーザがこのデ

フォルトプロファイルに自動的に追加されるよ

うにする場合は、このオプションをオンにしま

す。

Unified Communications Managerから Unified
Presenceにすでに同期化されているユーザは、
このデフォルトプロファイルに追加されませ

ん。ただし、デフォルトプロファイルを作成

した場合は、その後で同期化されたユーザがす

べてそのデフォルトプロファイルに追加される

ことになります。

これをシステムのデフォルトCCMCIPプロファ
イルに設定(Make This the Default LDAP Profile
for the System)

ステップ 5 [プロファイルにユーザを追加（Add Users to Profile）]を選択します。

ステップ 6 [ユーザの検索/一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウを使用してユーザの検索と選択を行い
ます。

ステップ 7 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックして、プロファイルにユーザを追加します。

ステップ 8 メイン [CCMCIPプロファイル（CTI Profile）]ウィンドウで [保存（Save）]を選択します。

プロキシリスナーおよび TFTP アドレスの設定
プロキシサーバとの通信には TCPを使用することを推奨します。プロキシサーバとの通信に
UDPを使用する場合、連絡先リストが大きくなると Cisco Jabber Video for iPadの連絡先のプレゼ
ンスステータス情報が使用できなくなることがあります。

はじめる前に

TFTPサーバのホスト名または IPアドレスを取得します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）] > [アプリケーション
（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [設定（Settings）]を選択します。

リリース 9.0を使用する場合は、[Cisco Unified CM IM/Presence（Cisco Unified CM IM and
Presence）] > [アプリケーション（Application）] > [レガシークライアント（Legacy
Client）] > [設定（Settings）]を選択します。

（注）
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ステップ 2 プロキシリスナーの [デフォルト Cisco SIPプロキシ TCPリスナー（Default Cisco SIP Proxy TCP
Listener）]を選択します。

ステップ 3 プライマリ（必須）およびバックアップ（任意）の TFTPサーバのアドレスをそれぞれ所定の
フィールドに割り当てます。 IPアドレスまたは FQDN（完全修飾ドメイン名）を入力できます。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

Cisco Unified Presence でのボイスメールサーバ名および
アドレスの設定

Cisco JabberVideo for iPadがCiscoUnityConnection上のボイスメッセージWebサービス（VMWS）
を操作できるように、Cisco Unified Presenceでボイスメール設定を設定する必要があります。
VMWSサービスを使用すると、アプリケーションは削除済のボイスメールメッセージを正しい場
所に移動できるようになります。また、このサービスは安全なメッセージ機能をサポートする

メッセージ暗号化機能も備えています。

はじめる前に

次のタスクを実行します。

•ボイスメールサーバが設定されていることを確認します。

•ボイスメールサーバのホスト名または IPアドレスを取得します。使用中の環境でユーザ数
に関するサービスを提供する場合には、複数のホスト名の指定が必要となることがありま

す。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）] > [アプリケーション
（Application）] > [CiscoUnified Personal Communicator] > [ボイスメールサーバ（Voicemail Server）]
を選択します。

ボイスメールサーバの設定は、リリース 9.0以降のCiscoUnifiedCommunicationsManager
で実行します。

（注）

ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 3 [サーバタイプ（Server Type）]メニューから [Unity Connection]を選択します。

ステップ 4 Cisco Unity Connectionサーバ名を入力します。

ステップ 5 ボイスメールサーバのホスト名または IPアドレスを入力します。

ステップ 6 [Webサービスポート（Web Service Port）]に 443と入力します。

ステップ 7 [Webサービスプロトコル（Web Service Protocol）]メニューで [HTTPS]を選択します。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。
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Cisco Unified Presence でのメールストアサーバ名および
アドレスの設定

Cisco Jabber Video for iPadがメールストアに接続できるように、メールストア情報で Cisco Unified
Presenceを設定します。

Cisco Unity Connectionは、通常、メールストアを備えており、同じサーバでそのメールストアの
ホストとなります。

はじめる前に

次のタスクを実行します。

•メールストアサーバのホスト名または IPアドレスを取得します。

•メールストアサーバをプロビジョニングしてから、そのサーバをボイスメールプロファイ
ルに追加します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）] > [アプリケーション
（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [メールストア（Mailstore）]を選択しま
す。

メールストアの設定は、リリース 9.0以降の Cisco Unified Communications Managerで実
行します。

（注）

ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 3 メールストアサーバ名を入力します。

ステップ 4 メールストアサーバのホスト名または IPアドレスを入力します。

ステップ 5 サーバに設定されているポート番号、および Cisco Jabber Video for iPadがこのサーバに問い合わ
せるときに使用する対応するプロトコルを指定します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

Cisco Unified Presence でのボイスメールプロファイルの
作成

ユーザをプロファイルに追加するには、ボイスメールプロファイルを作成します。

作成するボイスメールプロファイルごとにこの手順を繰り返します。
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はじめる前に

次のタスクを実行します。

•ボイスメールサーバの名前とアドレスを指定します。

•メールストアサーバの名前とアドレスを指定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）] > [アプリケーション
（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [ボイスメールプロファイル（Voicemail
Profile）]を選択します。

ボイスメールプロファイルの設定は、リリース 9.0以降の Cisco Unified Communications
Managerで実行します

（注）

ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 3 プロファイルの名前と説明を入力します。

ステップ 4 次の情報を入力します。

説明フィールド

ボイスメールパイロット番号は、ユーザが各自のボイス

メッセージにアクセスするためにダイヤルするディレクト

リ番号です。パイロット番号はそれぞれ異なるボイスメッ

セージシステムに所属させることができます。

次のオプションのいずれか 1つを選択します。

•番号：システムのボイスメールパイロット番号を選択
します。これは、CiscoUnified CommunicationsManager
Administrationの [ボイスメール（Voice Mail）] > [ボイ
スメールパイロット（Voice Mail Pilot）]メニューで指
定した番号と同じものです。

• [ボイスメールなし（NoVoiceMail）]：応答されなかっ
た着信コールをボイスメールに送信する必要がない場

合は、このオプションを選択します。

音声メッセージングパイロット

（Voice Messaging Pilot）

プライマリサーバを選択します。指定したボイスメール

サーバのいずれかを選択します。

プライマリボイスメールサーバ

（Primary Voicemail Server）

バックアップボイスメールサーバの名前を入力します。

バックアップボイスメールサーバが必要ない場合は、[なし
（None）]を選択します。

バックアップボイスメールサーバ

（Backup Voicemail Server）

プライマリメールストアサーバを選択します。指定した

メールストアサーバのいずれかを選択します。

プライマリメールストア（Primary
Mailstore）
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説明フィールド

バックアップメールストアサーバの名前を入力します。

バックアップボイスメールサーバが必要ない場合は、[なし
（None）]を選択します。

バックアップメールストア

（Backup Mailstore）

新規ユーザを自動的にデフォルトプロファイルに追加する

場合は、このオプションをオンにします。

Cisco Unified CMから Cisco Unified Presenceにすでに同期化
されているユーザは、このデフォルトプロファイルに追加

されません。ただし、デフォルトプロファイルの作成後に

同期化されるユーザはデフォルトプロファイルに追加され

ます。

これをシステムのデフォルトボイ

スメールプロファイルに設定

（Make this the default Voicemail
Profile for the system）

ステップ 5 次の情報を入力します。

説明フィールド

新しいメッセージが保存されるメールストアサーバ上のフォ

ルダの名前を入力します。この値は、メールストアサーバ

がデフォルトフォルダとは異なるフォルダ名を使用する場

合のみ変更してください。

デフォルトフォルダ：INBOX

Inboxフォルダ（Inbox Folder）

削除したメッセージが保存されるメールストアサーバ上の

フォルダの名前を入力します。この値は、メールストア

サーバがデフォルトフォルダとは異なるフォルダ名を使用

する場合のみ変更してください。

デフォルトフォルダ：Deleted Items

ごみ箱フォルダ（Trash Folder）

UIDPLUSがサポートされていないことがわかっている場合、
およびシステムでシングルフォルダモードを強制的に使用

する場合は、この設定をオフにします。

デフォルト設定：[オン（On）]

Microsoft Exchange 2007サーバは、UIDPLUS拡張
をサポートしていません。

（注）

デュアルフォルダモードを使用可

能にする（Allow dual foldermode）

ステップ 6 [プロファイルにユーザを追加（Add Users to Profile）]を選択します。

ステップ 7 [ユーザの検索/一覧表示（Find andListUsers）]ウィンドウを使用してユーザの検索と選択を行い、
[選択項目の追加（Add Selected）]を選択してユーザをプロファイルに追加します。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。
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Cisco Unified Communications Managerの製品固有の設定でボイスメールパラメータを設
定している場合、Cisco Jabber Video for iPadはその設定を使用し、Cisco Unified Presence
サーバのボイスメール設定を無視します。

（注）
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第 5 章

Cisco Unified Communications Manager 8.x の
設定

この章では、Cisco Unified Communications Manager 8.xを使用した Cisco Jabber Video for iPadの設
定方法について説明します。

• システムおよびネットワークの要件, 40 ページ

• 推奨される手順, 45 ページ

• システムの SIPパラメータの設定, 45 ページ

• デバイス用の Cisco Options Package（COP）ファイルのインストール, 46 ページ

• 専用の SIPプロファイルの設定, 47 ページ

• Cisco Jabber Video for iPadのアプリケーションダイヤルルールのセットアップ, 49 ページ

• 通話中の機能に関するシステムレベルの前提条件, 51 ページ

• 使用状況とエラーのトラッキング, 51 ページ

• ユーザデバイスの追加, 52 ページ

• 電話機としての iPadの制御の有効化, 56 ページ

• LDAP認証設定の指定, 57 ページ

• ユーザプロビジョニングの LDAP同期の設定, 57 ページ

• 一括設定, 59 ページ

• ディレクトリ検索設定の指定, 59 ページ

• Connect On Demand VPNの設定, 62 ページ

• 社内無線ネットワークの Connect On Demand VPNをディセーブルにする, 64 ページ

• SIPダイジェスト認証オプションのセットアップ, 64 ページ
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システムおよびネットワークの要件
Cisco Jabber Video for iPadのシステムとネットワークの要件については、このセクションを参照し
てください。

ファイアウォールの要件

ポートがアプリケーションのトラフィックを伝送するようにハードウェアファイアウォールを設

定します。ハードウェアファイアウォールは、望まないトラフィックからの保護を組織レベルで

実現するネットワークデバイスです。次の表に、Cisco Unified Communications Managerと Cisco
Unified Presenceの導入に必要なポートを示します。これらのポートは、アプリケーションが正常
に機能するために、すべてのファイアウォール上で開いておく必要があります。

説明プロトコルポート

着信

ビデオおよびオーディオ用の
Real-Time Transport Protocol
（RTP）メディアストリームを
受信します。これらのポート

は、Cisco Unified
CommunicationsManagerで設定
します。

UDP16384～ 32766

発信

Trivial File Transfer Protocol
（TFTP）ファイルをダウンロー
ドするためにTFTPサーバに接
続します

TFTP69

会議用のCiscoWebExMessenger
やボイスメール機能用の Cisco
Unity Connectionなどのサービ
スに接続します

TFTPサーバアドレスにポート
が指定されていない場合、Cisco
Jabber for iPadは、ポート 6970
を使用して、電話設定ファイル

とダイヤルルールファイルを

取得しようとします。

HTTP80および 6970

Session Initiation Protocol（SIP）
コールシグナリングを提供し

ます

UDP/TCP5060
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説明プロトコルポート

セキュアな SIPコールシグナ
リングを提供します

TCP5061

Cisco Unified Communications
Manager IP Phone（CCMCIP）
サーバに接続し、現在割り当て

られているデバイスのリストを

取得します

TCP8443

UDPでビデオとオーディオの
RTPメディアストリームを送
信します

UDP16384～ 32766

連絡先を検索するためにLDAP
サーバに接続します

TCP389

CiscoUnity Connectionに接続し
て、ボイスメッセージの取得

と管理を行います

VMRest
HTTPS

443
7080

Cisco Unified Communications
Managerで連絡先を検索するた
めにUser Data Services（UDS）
に接続します

HTTPS8443

連絡先を検索するためにセキュ

ア LDAPサーバに接続します
LDAPS636

ファイアウォールの要件

ポートがアプリケーションのトラフィックを伝送するようにハードウェアファイアウォールを設

定します。ハードウェアファイアウォールは、望まないトラフィックからの保護を組織レベルで

実現するネットワークデバイスです。次の表に、Cisco Unified Communications Managerと Cisco
Unified Presenceの導入に必要なポートを示します。これらのポートは、アプリケーションが正常
に機能するために、すべてのファイアウォール上で開いておく必要があります。

説明プロトコルポート

着信
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説明プロトコルポート

ビデオおよびオーディオ用の
Real-Time Transport Protocol
（RTP）メディアストリームを
受信します。これらのポート

は、Cisco Unified
CommunicationsManagerで設定
します。

UDP16384～ 32766

発信

Trivial File Transfer Protocol
（TFTP）ファイルをダウンロー
ドするためにTFTPサーバに接
続します

TFTP69

会議用のCiscoWebExMessenger
やボイスメール機能用の Cisco
Unity Connectionなどのサービ
スに接続します

TFTPサーバアドレスにポート
が指定されていない場合、Cisco
Jabber for iPadは、ポート 6970
を使用して、電話設定ファイル

とダイヤルルールファイルを

取得しようとします。

HTTP80および 6970

Session Initiation Protocol（SIP）
コールシグナリングを提供し

ます

UDP/TCP5060

セキュアな SIPコールシグナ
リングを提供します

TCP5061

Cisco Unified Communications
Manager IP Phone（CCMCIP）
サーバに接続し、現在割り当て

られているデバイスのリストを

取得します

TCP8443

UDPでビデオとオーディオの
RTPメディアストリームを送
信します

UDP16384～ 32766

連絡先を検索するためにLDAP
サーバに接続します

TCP389
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説明プロトコルポート

CiscoUnity Connectionに接続し
て、ボイスメッセージの取得

と管理を行います

VMRest
HTTPS

443
7080

Cisco Unified Communications
Managerで連絡先を検索するた
めにUser Data Services（UDS）
に接続します

HTTPS8443

連絡先を検索するためにセキュ

ア LDAPサーバに接続します
LDAPS636

帯域幅のパフォーマンス期待値

優れた VGAビデオ品質を実現するには、最低でも 256～ 384 kbpsのアップロード帯域幅が必要
です。 512 kbps以上のアップロード帯域幅では、20 fpsで 480 x 360の発信ビデオ解像度と 30 fps
で 640 x 480の最大着信ビデオの解像度を実現できます。 VPNを使用するとペイロードサイズが
増加するため、帯域幅の使用量が増加します。ビデオ解像度とフレームレートは、VPN接続を
使用した場合は、ここに示す値ほど高くならない場合があります。

ビデオレート適応

Cisco Jabber for iPadはビデオレートの適応を使用して、ネットワークの状態に基づいた最適なビ
デオ品質をネゴシエートします。ビデオ転送が開始すると、ビデオレートの適応によりビデオ品

質が動的に変化します。

Cisco Jabber for iPadは使用可能な帯域幅に合わせてビデオを自動的に適応させます。ユーザがビ
デオコールを発信すると、アプリケーションはビットレートおよび解像度を急速かつ段階的に向

上させ、最適な設定を実現します。低い解像度のビデオコールは、短期間の間に高解像度に向上

すると予想されます。アプリケーションは、後続のビデオコールが最適な解像度で開始されるよ

うに、履歴を保存します。ただし、最適な解像度が実現するまで、ビデオ転送が多少変動したり

変化することが想定されます。

ファイアウォールの要件

ポートがアプリケーションのトラフィックを伝送するようにハードウェアファイアウォールを設

定します。ハードウェアファイアウォールは、望まないトラフィックからの保護を組織レベルで

実現するネットワークデバイスです。次の表に、Cisco Unified Communications Managerと Cisco
Unified Presenceの導入に必要なポートを示します。これらのポートは、アプリケーションが正常
に機能するために、すべてのファイアウォール上で開いておく必要があります。
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説明プロトコルポート

着信

ビデオおよびオーディオ用の
Real-Time Transport Protocol
（RTP）メディアストリームを
受信します。これらのポート

は、Cisco Unified
CommunicationsManagerで設定
します。

UDP16384～ 32766

発信

Trivial File Transfer Protocol
（TFTP）ファイルをダウンロー
ドするためにTFTPサーバに接
続します

TFTP69

会議用のCiscoWebExMessenger
やボイスメール機能用の Cisco
Unity Connectionなどのサービ
スに接続します

TFTPサーバアドレスにポート
が指定されていない場合、Cisco
Jabber for iPadは、ポート 6970
を使用して、電話設定ファイル

とダイヤルルールファイルを

取得しようとします。

HTTP80および 6970

Session Initiation Protocol（SIP）
コールシグナリングを提供し

ます

UDP/TCP5060

セキュアな SIPコールシグナ
リングを提供します

TCP5061

Cisco Unified Communications
Manager IP Phone（CCMCIP）
サーバに接続し、現在割り当て

られているデバイスのリストを

取得します

TCP8443

UDPでビデオとオーディオの
RTPメディアストリームを送
信します

UDP16384～ 32766

連絡先を検索するためにLDAP
サーバに接続します

TCP389
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説明プロトコルポート

CiscoUnity Connectionに接続し
て、ボイスメッセージの取得

と管理を行います

VMRest
HTTPS

443
7080

Cisco Unified Communications
Managerで連絡先を検索するた
めにUser Data Services（UDS）
に接続します

HTTPS8443

連絡先を検索するためにセキュ

ア LDAPサーバに接続します
LDAPS636

推奨される手順
このチェックリストでは、Cisco Unified Communications Managerを使用して Cisco Jabber Video for
iPadをセットアップする一般的な手順について説明します。実際の手順は、組織によって異なる
場合があります。

1 システムの SIPパラメータの設定, （45ページ）
2 デバイス用の Cisco Options Package（COP）ファイルのインストール, （46ページ）
3 専用の SIPプロファイルの設定, （47ページ）
4 Cisco Jabber Video for iPadのアプリケーションダイヤルルールのセットアップ, （49ページ）
5 通話中の機能に関するシステムレベルの前提条件, （51ページ）
6 使用状況とエラーのトラッキング, （51ページ）
7 ユーザデバイスの追加, （52ページ）
8 一括設定, （59ページ）
9 ファイアウォールの要件, （22ページ）
10 ディレクトリ検索設定の指定, （59ページ）
11 Connect On Demand VPNの設定, （62ページ）
12 Cisco Unified Communications Manager, （120ページ）

システムの SIP パラメータの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理にサインインします。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameter）]を選択します。

ステップ 3 [Cisco CallManagerサービス（Cisco CallManager Service）]を選択します。
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この設定は、クラスタ全体に適用されます。 [サーバ（Server）]フィールドを設定する必要はあ
りません。

ステップ 4 SIP Tryingタイマーを 1000 msに設定します。

ステップ 5 SIPデュアルモードアラートタイマーを 4500 msに設定します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

デバイス用の Cisco Options Package（COP）ファイルのイ
ンストール

デバイスとして Cisco Jabber Video for iPadを使用できるように、すべての Cisco Unified
Communications Managerサーバにデバイス固有の Cisco Options Package（COP）ファイルをインス
トールします。

COPファイルのインストールに関する一般的な情報については、http://www.cisco.com/en/us/products/
sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.htmlにある、お使いのリリースに対応した『Cisco
Unified Communications Operating System Administration Guide』の「Software Upgrades」の章を参照
してください。

次の Cisco Unified Communications Managerリリースには、すでにタブレット用 COPファイル
が含まれています。

（注）

• 7.1.5.35113-1以降

• 8.5.1.16090-1以降

• 8.6.2.23057-1以降

• 9.0.1.11013-1-1以降

• 9.1.1.10000-11以降

タブレット COPファイルのインストールは、これらのリリースには必要ではありません。

サービスが中断される可能性があるため、この手順は使用率が低い時間帯に行ってください。重要
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手順

ステップ 1 iPad用のデバイス COPファイルを http://www.cisco.com/cisco/software/
navigator.html?mdfid=280443139&flowid=29241からダウンロードします。

ステップ 2 Unified CMサーバからアクセスできる FTPまたは SFTPサーバに COPファイルを置きます。

ステップ 3 次の手順に従って、COPファイルを Unified CMクラスタ内のパブリッシャサーバにインストー
ルします。

a) [ナビゲーション（Navigation）]ドロップダウンリストで [CiscoUnifiedOSの管理（CiscoUnified
OS Administration）]を選択してから、[移動（Go）]を選択します。

b) [ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [インストール/アップグレード
（Install/Upgrade）]の順に選択します。

c) COPファイルの場所を指定し、必要な情報を入力します。
詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

d) [次へ（Next）]を選択します。
e) デバイス COPファイルを選択します。
f) [次へ（Next）]を選択します。
g) 画面に表示される指示に従います。
h) [次へ（Next）]を選択します。
プロセスが完了するまで待ちます。このプロセスには、時間がかかる場合があります。

i) 使用率が低い時間帯に、Unified CMをリブートします。
j) Unified CMサーバ上の Cisco Tomcatサービスを再起動します。
このステップ（Tomcatイメージキャッシュがクリアされる）は、Unified CMのデバイスリス
トページ上でデバイスアイコンが正しく表示されるために必要です。

k) 次のコマンドを CLIから入力します。
utils service restart Cisco Tomcat

l) システムが完全にサービスに復帰するまで待機します。

サービスにおける割り込みを回避するため、この手順を別のサーバで実行する場合は、事

前に各サーバがサービスのアクティブな実行に復帰したことを確認します。

重要

ステップ 4 クラスタのサブスクライバサーバそれぞれにCOPファイルをインストールします。パブリッシャ
と同様に、サーバの再起動を含む手順を実行します。

専用の SIP プロファイルの設定
Cisco Jabber Video for iPadがバックグラウンドで実行中も Unified Communications Managerとの接
続を維持できるようにする専用の SIPプロファイルを設定します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理にサインインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を
選択します。

ステップ 3 SIPプロファイルを作成するか、既存の SIPプロファイルをコピーします。
プロファイルに「Standard iPad SIP Profile」という名前を付けることができます。

ステップ 4 [電話で使用されるパラメータ（Parameters Used in Phone）]セクションで、次の値を入力します。

• [レジスタの再送間隔の調整値（秒）（Timer Register Delta (seconds)）]：120

• [レジスタのタイムアウト値（秒）（Timer Register Expires (seconds)）]：720

• [キープアライブのタイムアウト値（秒）（Timer Keep Alive Expires (seconds)）]：720

• [サブスクライブのタイムアウト値（秒）（Timer Subscribe Expires (seconds)）]：21600

•サブスクライブの再送間隔の調整値(秒)：15

ステップ 5 次のフィールドにポート範囲を指定してください。

• [開始メディアポート（StartMediaPort）]：メディアストリームの開始ポートを定義します。
このフィールドは、範囲の最小ポートを設定します。

• [終了メディアポート（StopMediaPort）]：メディアストリームの開始ポートを定義します。
このフィールドは、範囲の最大ポートを設定します。

Cisco Jabber Video for iPadは、SIPプロファイルで設定するポート範囲を均等に区切りま
す。クライアントは、次のようにポート範囲を使用します。

（注）

•ポート範囲の下半分は、オーディオストリーム用

•ポート範囲の上半分は、ビデオストリーム用

たとえば、3000のスタートメディアポートおよび 4000のエンドメディアポートを使
用する場合、クライアントはポート経由で次のようにメディアを送信します。

•オーディオストリームのポート：3000～ 3501

•ビデオストリームのポート：3502～ 4000

オーディオメディアおよびビデオメディアのポート範囲を分割する結果として、クラ

イアントにより識別可能なメディアストリームが作成されます。 IPパケットのヘッダー
内の DSCP値を設定することで、それらのメディアストリームを分類し、優先させる
ことができます。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。
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次の作業

Cisco Jabber Video for iPadを実行するすべてのユーザデバイスに対してこの SIPプロファイルを
選択します。

Cisco Jabber Video for iPadのアプリケーションダイヤル
ルールのセットアップ

A Cisco Options Package (COP) file must be used to set up dial rules for Cisco Unified Communications
Manager 8.5以前で Cisco Jabber Video for iPadのダイヤルルールをセットアップするには、Cisco
Options Package (COP)ファイルを使用する必要があります。この COPファイルは、このマニュア
ル内の別の項で説明しているデバイス COPファイルとは異なります。

このトピックで説明されている一連の手順を実行して、既存のすべてのダイヤルルールをアプリ

ケーションから利用できるようにします。この一連の手順では、必要な XMLファイルを Cisco
Unified Communications Manager TFTPサーバのルートレベルにある CUPCという名前のフォルダ
にインストールする方法を説明します。

アプリケーションダイヤルルールの設定の詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
AdministrationGuide』の関連する章を参照してください。使用しているCiscoUnifiedCommunications
Managerのリリースの固有のガイドは、次の場所で入手できます。

http://www.cisco.com/en/us/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html

手順

ステップ 1 ダイヤルルール用の Cisco Options Package（COP）ファイルの取得 , （49ページ）

ステップ 2 TFTPサービスの再起動, （50ページ）

ダイヤルルール用の Cisco Options Package（COP）ファイルの取得
他のシスコ製品でこの目的のために使用する COPファイルを、ここでも使用します。

この手順は、Cisco Unified Communications Manager Release 8.5以前のバージョンにのみ適用さ
れます。

この手順で説明するCOPファイルは、Cisco Jabber Video for iPadをCiscoUnified Communications
Managerでデバイスとして使用可能にするために使用されるデバイス COPファイルとは異な
ります。

（注）
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手順

ステップ 1 http://www.cisco.com/cisco/software/
release.html?mdfid=283665631&softwareid=283732952&release=8.6(2)&relind=AVAILABLE&rellifecycle=&reltype=latest
にある Cisco UC Integration for Microsoft Office Communicator用の [ソフトウェアダウンロード
（Software Downloads）]ページにアクセスします。

ステップ 2 使用するCiscoUnifiedCommunicationsManagerのリリースに最も近いリリース番号を選択します。

ステップ 3 Administration Toolkitを含むバンドルを探します。

ステップ 4 [今すぐダウンロード（Download Now）]を選択します。

ステップ 5 画面上の指示を確認します。

ステップ 6 ダウンロードされたファイルを解凍します。

ステップ 7 CUCMフォルダ内で、ダイヤルルールの COPファイルを探します。
このダウンロードに含まれる他のファイルは必要ありません。

ステップ 8 ダイヤルルールの COPファイルを、TFTPでアクセスできるサーバ上に置きます。

TFTP サービスの再起動
この手順は使用率が低い時間帯に行ってください。サービスが中断される可能性があります。

詳細については、http://www.cisco.com/en/us/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_
list.htmlにある『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』の「Starting, Stopping, Restarting,
and Refreshing Status of Services in Control Center」のトピックを参照してください。

手順

ステップ 1 [Unified CMの管理（Unified CMAdministration）]で、[ナビゲーション（Navigation）]ドロップダ
ウンリストの [CiscoUnifiedサービスアビリティ（CiscoUnified Serviceability）]を選択してから、
[移動（Go）]を選択します。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control Center-Feature Services）]を
選択します。

ステップ 3 サーバを選択し、[移動（Go）]を選択します。

ステップ 4 [Cisco TFTP]を選択します。

ステップ 5 [再起動（Restart）]を選択します。

ステップ 6 この COPファイルを実行するすべてのサーバで、この手順を繰り返します。
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通話中の機能に関するシステムレベルの前提条件
次の通話中の機能が Cisco Unified Communications Managerシステムで設定されていることを確認
してください。

•保留と保留解除

•会議とマージ

•転送

•モバイルへの送信

これらの機能の設定方法の詳細については、http://www.cisco.com/en/us/products/sw/voicesw/ps556/
prod_maintenance_guides_list.htmlにある、お使いのリリースに対応した『Cisco Unified
Communications Manager Features and Services Guide』を参照してください。

（注）

使用状況とエラーのトラッキング
Cisco Jabber Video for iPadは、欠陥の検出と製品パフォーマンスの向上のためにシスコが使用する
使用状況の集計とエラー追跡データの収集と生成を、サードパーティサービスのGoogleAnalytics
に依存しています。シスコは、GoogleAnalyticsの個人情報の方針に従い、個人を特定できる情報
については、これを保存しません。

収集された情報はすべてGoogleによって保管され、機密情報として扱われます。この情報にアク
セスできるのはシスコのみです。

Cisco Unified Communications Managerで各ユーザデバイスを設定する際、各ユーザに対して使用
状況とエラーのトラッキングを有効または無効にできます。

この設定に応じて、シスコは次の情報を収集します。
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収集される情報使用状況とエラーのトラッキング設定

•エラーおよび警告

•アプリケーションの画面表示（たとえば、
ユーザがボイスメッセージの一覧を表示

した頻度など）

•機能アクティビティ（たとえば、ユーザが
連絡先を追加した頻度など）

•アプリケーションが接続したTFTPサーバ
アドレス

•モバイルサービスプロバイダーのアクティ
ビティに基づいた、およその地理的位置

有効（Enabled）

[有効（Enabled）]を選択した場合に収集される
のと同じ情報

詳細（Detailed）

なし無効（Disabled）

レポートツールに関する詳細については、次を参照してください。

• http://www.google.com/analytics/

• http://www.google.com/policies/privacy/

ユーザデバイスの追加
ユーザデバイスを Cisco Unified Communications Managerサーバに追加して設定を確認すること。

はじめる前に

次のタスクを実行します。

•デバイス用の Cisco Options Package（COP）ファイルのインストール, （46ページ）

•専用の SIPプロファイルの設定, （47ページ）

• iPadデバイスに割り当てるデバイスプールが、サポートされるすべての音声コーデックを含
んだリージョンに関連付けられていることを確認すること。 Cisco Jabber Video for iPadがサ
ポートする音声コーデックには、G.711 mu-lawまたは A-lawおよび G.722.1が含まれます。
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手順

ステップ 1 Unified CMの管理にサインインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 4 ドロップダウンリストで [Cisco Jabber for Tablet]を選択してから、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 5 次の表に説明されている情報を入力します。

説明パラメータ

デバイス情報

デバイス名は、

• 1つのデバイスのみを表します。ユーザの複数のデバイス上にCisco
JabberVideo for iPadがある場合は、各デバイスを異なるデバイス名
で設定します。

• TABで開始し、続けて最大 15文字の大文字または数字を入力する
必要があります。例：TABJOHND。

•ドット（.）、ダッシュ（–）、またはアンダースコア（_）を使用
できます。

デバイス名（Device
Name）

[標準 Jabber for iPad（Standard Jabber for iPad）]を選択します。電話ボタンテンプレー

ト（Phone button
Template）

プロトコル固有情報

[Cisco Jabber for iPad –標準 SIP非セキュアプロファイル（Cisco Jabber
for iPad – Standard SIP Non-Secure Profile）]を選択します。

デバイスセキュリティ

プロファイル（Device
Security Profile）

作成した SIPプロファイルを選択します。詳細は、専用の SIPプロファ
イルの設定, （47ページ）を参照してください。

SIPプロファイル（SIP
Profile）

プロダクト固有の設定

[有効（Enabled）]を選択した場合、アプリケーションで [LDAPユーザ
認証（LDAP User Authentication）]もオンにするようユーザに指示しま
す。

LDAPユーザ認証の有
効化（Enable LDAP
User Authentication）
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説明パラメータ

アプリケーションに自動的に入力されるように、必要なLDAP設定を指
定します。

LDAPユーザ名（LDAP
Username）

LDAPパスワード
（LDAP Password）

LDAPサーバ（LDAP
Server）

LDAP検索ベース
（LDAP Search Base）

現時点では、このフィールドのカスタマイズはサポートされ

ていません。

（注）LDAPフィールドマッ
ピング（LDAP Field
Mappings）

[有効（Enabled）]を選択した場合、アプリケーションで [SSLを使用
（Use SSL）]もオンにするようユーザに指示します。

LDAP SSLの有効化
（Enable LDAP SSL）

アプリケーションに自動的に入力されるように、ボイスメール設定を指

定します。詳細は、ディレクトリ検索設定の指定, （59ページ）を参
照してください。

ボイスメールのユーザ

名（Voicemail
Username）

ボイスメールサーバ

（Voicemail Server）

ボイスメールメッセー

ジストアのユーザ名

（Voicemail Message
Store Username）

ボイスメールメッセー

ジストア（Voicemail
Message Store）

シスコが入手できるようにする使用状況情報のレベルを選択します。

詳細については、使用状況とエラーのトラッキング, （51ページ）を参
照してください。

シスコの使用状況およ

びエラー追跡（Cisco
Usage and Error
Tracking）

ユーザのビデオをオンにするには、[有効（Enabled）]を選択します。ビデオ機能（Video
Capabilities）

Connect On Demand VPN機能で使用される URL。オンデマンド VPNの
URL（On-DemandVPN
URL）
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説明パラメータ

デバイスのプリセットWi-Fiネットワーク情報。プリセットWi-Fiネッ
トワーク（Preset Wi-Fi
Networks）

これ以外の設定は、他の機能の設定時に入力しま

す。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。

ステップ 8 [[回線 n] -新規 DNを追加（[Line n] - Add a new DN）]を選択します。

ステップ 9 このデバイスのディレクトリ番号を入力します。

ステップ 10 このデバイスがスタンドアロンデバイス（デスクフォンと DNを共有していない）の場合は、ア
プリケーションが実行されておらず、ネットワークに接続されているときには電話を転送して、

発信者がエラーメッセージを受け取らないようにするために、次の設定を指定します。

•未登録内線の不在転送（Forward Unregistered Internal）

•未登録外線の不在転送（Forward Unregistered External）

これらの設定の詳細については、Cisco Unified Communications Managerのオンラインヘルプを参
照してください。

ステップ 11 [無応答時の呼び出し時間（No Answer Ring Duration）]を 24秒間に設定し、通話をボイスメール
に転送する前に、アプリケーションが呼び出し音を鳴らす時間を設定します。

Cisco Unified Communications Managerのオンラインヘルプで、一般的な制限について参照してく
ださい。

ステップ 12 環境に応じて、その他の設定を指定します。

ステップ 13 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 14 次の手順に従って、作成したデバイスをユーザに関連付けます。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
b) ユーザを検索して選択します。
c) [デバイス情報（Device Information）]セクションで、[デバイスの割り当て（DeviceAssociation）]
を選択します。

d) このユーザに関連付けるデバイスのチェックをオンにします。
e) [選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]を選択します。

ステップ 15 このユーザがデスクフォンを所有している場合は、そのデスクフォンをプライマリユーザデバイ

スとして選択します。

[プライマリユーザデバイス（Primary User Device）]フィールドは、Cisco Unified
Communications Manager 9.0以前のみで使用できます。 Cisco Unified Communications
Managerのそれ以降のバージョンでは、このフィールドを指定する必要はありません。

（注）
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ステップ 16 関連するデスクフォンなしで動作するスタンドアロンデバイスの場合は、システム内のすべての

デバイスで標準となっている他の情報の入力が必要になることがあります。

次の作業

次のタスクを実行して、設定を確認します。

• iPadデバイスが企業のWi-Fiネットワークに接続されていることを確認します。デバイスの
ブラウザを使用して企業のイントラネット上のWebページにアクセスできることを確認しま
す。

• Cisco JabberVideo for iPadを起動し、ユーザ名（または電子メールアドレス）、パスワード、
および先程追加したデバイスの TFTPサーバアドレスを入力します。

•通話の発信、保留、転送など、Cisco Jabber Video for iPadの基本的な音声機能をテストしま
す。

電話機としての iPad の制御の有効化
次の手順に従って、ユーザがデバイスを電話機として制御できるようにします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CommunicationsManager Administration）]で、[ユーザ管理
（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。

ステップ 2 追加するユーザを検索して選択します。

ステップ 3 [権限情報（Permissions Information）]セクションで [ユーザグループに追加（Add to User Group）]
を選択します。

ステップ 4 [ユーザグループの検索と一覧表示（FindandListUserGroups）]ウィンドウで、「標準CTI（Standard
CTI）」を検索します。

ステップ 5 [標準 CTI対応（Standard CTI Enabled）]を選択します。
ユーザの電話機が Cisco Unified IP Phone 6900、8900または 9900シリーズモデルの場合は、[標準
CTIによる Xferおよび会議をサポートする電話の制御（Standard CTI Allow Control of Phones
supporting Xfer and conf）]も選択します。

ステップ 6 [選択項目の追加（Add Selected）]を選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。
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LDAP 認証設定の指定
LDAP認証機能を使用すると、社内 LDAPディレクトリに対して Cisco Unified Communications
Managerでユーザパスワードを認証できます。

LDAP認証は、アプリケーションユーザ、内部データベースの Cisco Unified Communications
Manager認証アプリケーションユーザには適用されません。

（注）

はじめる前に

Cisco Unified Communications Managerで LDAP同期を有効にします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）] > [システム
（System）] > [LDAP] > [LDAP認証（LDAP Authentication）]を選択します。

ステップ 2 [エンドユーザ用 LDAP認証の使用（Use LDAP Authentication for End Users）]をオンにします。

ステップ 3 LDAP認証設定を指定します。

ステップ 4 LDAPサーバホスト名または IPアドレスおよびポート番号を指定します。
Secure Socket Layer（SSL）を使用して LDAPディレクトリと通信するには、[SSLを使
用（Use SSL）]をオンにします。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。
LDAP over SSLを設定する場合は、LDAPディレクトリ証明書を Cisco Unified
Communications Managerにアップロードします。

ヒント

ユーザプロビジョニングの LDAP 同期の設定
Cisco Unified Communications Managerでこのタスクを実行します。

LDAP同期は Cisco Unified Communications Managerで Cisco Directory Synchronization（DirSync）
ツールを使用して、社内 LDAPディレクトリから情報を（手動または定期的に）同期します。
DirSyncサービスをオンにすると、Cisco Unified Communications Managerは社内ディレクトリから
ユーザを自動的にプロビジョニングします。 Cisco Unified Communications Managerローカルデー
タベースを引き続き使用しますが、ユーザアカウントを作成できるようにファシリティをオフに

します。LDAPディレクトリインターフェイスを使用して、ユーザアカウントを作成および管理
します。
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はじめる前に

• Cisco Unified Communications Managerで LDAP固有の設定を試行する前に、LDAPサーバが
インストールされていることを確認してください。

• LDAP同期がアプリケーションユーザ Cisco Unified Communications Managerに適用されない
ことに注意してください。 Cisco Unified Communications Managerの管理インターフェイスで
アプリケーションユーザを手動でプロビジョニングする必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerで Cisco DirSyncサービスをアクティブにし、起動しま
す。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）] > [システム
（System）] > [LDAP] > [LDAPシステム（LDAP System）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 3 LDAPサーバタイプおよび属性を設定します。

ステップ 4 [LDAPサーバからの同期を有効にする（Enable Synchronizing from LDAP Server）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）] > [システム
（System）] > [LDAP] > [LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]を選択します。

ステップ 7 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 8 次の項目を設定します。

• LDAPディレクトリアカウント設定

•同期対象のユーザ属性

•同期スケジュール

• LDAPサーバホスト名または IPアドレスおよびポート番号

ステップ 9 Secure Socket Layer（SSL）を使用して LDAPディレクトリと通信するには、[SSLを使用（Use
SSL）]をオンにします。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。
ヒント • LDAP over SSLを設定するには、LDAPディレクトリ証明書を Cisco Unified

Communications Managerにアップロードします。

•特定の LDAP製品のアカウント同期メカニズムおよび LDAP同期の一般的なベス
トプラクティスの詳細については、Cisco Unified CommunicationsManager SRNDの
LDAPディレクトリの情報を参照してください。
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一括設定
このマニュアルに記載された情報を使用して、ユーザとデバイスを個別に設定し、それを基礎に

ユーザとデバイスを設定するための一括管理テンプレートを作成してください。

一括処理の準備ができたら、お使いの Cisco Unified Communications Managerのリリースに対応し
た一括管理ガイドに記載されている指示に従ってください。このガイドはhttp://www.cisco.com/en/
us/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.htmlから入手できます。

ディレクトリ検索設定の指定

はじめる前に

次のタスクを実行します。

• Active Directoryの telephoneNumber属性（別の属性を使用している場合は同等のもの）がイ
ンデックス化されていることを確認します。

•この手順の表にある必須情報を収集します。

•この手順で示した表内の値について不明点がある場合は、ディレクトリ管理者にお問い合わ
せください。

•社内ディレクトリスキーマ内で、次の表に示すデフォルトとは異なる、またはこれらに追加
のある属性を調べます。変更されている属性は、この手順の後半でマッピングします。

異なる場合は、実際

の値

デフォルトディレク

トリ属性

要素名要素

distinguishedNameidentifier固有識別子（Unique
identifier）

cndisplayName表示名（Display
name）

mailemailAddress電子メールアドレス

（Email address）

givenNamefirstName名（First name）

snlastName姓（Last name）

userPrincipalNameuseridユーザ ID

telephoneNumbermainPhoneNumberメイン電話番号

（Main phone
number）
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異なる場合は、実際

の値

デフォルトディレク

トリ属性

要素名要素

—homePhoneNumber自宅の電話番号

（Home phone
number）

—homePhoneNumber2自宅の電話番号（予

備）（Second home
phone number）

mobilemobilePhoneNumber携帯電話番号（Mobile
phone number）

—mobilePhoneNumber2携帯電話番号（予

備）（Second mobile
phone number）

voicemailvoicemailPhoneNumberボイスメール直通電

話番号（Direct to
voicemail phone
number）

facsimileTelephoneNumberfaxPhoneNumberFAX番号（Fax
number）

—otherPhoneNumberその他の電話番号

（Other phone
number）

Active Directoryでは、次の条件が満たされている必要があります。重要

•電話番号が整形されていないこと。

•グローバルカタログが有効になっていること。

手順

ステップ 1 Unified CMの管理にサインインします。

ステップ 2 ユーザの iPadデバイスページに移動します。

ステップ 3 LDAPユーザ認証の設定を入力します。

•ディレクトリサービスへのアクセスにクレデンシャルが不要の場合は、[無効（Disabled）]
を選択します。

   Cisco Jabber Video for iPad 9.3.4 アドミニストレーションガイド
60

Cisco Unified Communications Manager 8.x の設定
ディレクトリ検索設定の指定



•ユーザがディレクトリサービスにアクセスするときに資格情報の入力が必要である場合は、
[有効（Enabled）]を選択します。

ステップ 4 LDAPのユーザ名とパスワードを入力します。
次のいずれかの手順を実行します。

•すべてのユーザがActiveDirectoryのアクセスに使用する、単一の読み取り専用アカウントの
クレデンシャルを入力します。このクレデンシャルは、TFTPファイルにクリアテキストで
送信されます。ユーザはアプリケーションでクレデンシャルを入力する必要がなくなりま

す。

•ディレクトリにアクセス可能なユーザ名を入力し、パスワードは空白のままにします。各
ユーザにパスワードを伝え、そのパスワードをアプリケーションで入力するようにユーザに

依頼します。

•認証が不要な場合は、この設定を空白のままにします。

デフォルトでは、LDAPユーザ名は userPrincipalName（UPN）であり、電子メールアドレスの形
式（userid@example.comなど）になっていることがあります。

ステップ 5 LDAPサーバのアドレスを入力します。

• ActiveDirectoryサーバのホスト名または IPアドレス、およびポート番号を次の形式で入力し
ます。

YourDirectoryServer.YourCompany.com:portnumber

•セキュアSSL接続の場合はポート3269、非セキュア接続の場合はポート3268を使用します。

ポートや SSLの設定を入力しなければ、アプリケーションはデフォルトでポート 3269への SSL
接続を試みます。

ステップ 6 「CN=users,DC=corp,DC=yourcompany,DC=com」の形式を使用して、LDAP検索ベースを入力しま
す。

デフォルトでは、アプリケーションは、defaultNamingContext属性の RootDSE検索で見つかる検
索ベースを使用します。別の検索ベースを指定する必要がある場合は、ユーザ情報が格納された

社内ディレクトリのルートノードの Distinguished Nameを入力します。必要な名前を含んでいる
最下位のノードを使用します。上位のノードを使用すると大きな検索ベースが作成されるため、

ディレクトリが非常に大規模な場合は、パフォーマンスが低下します。

最適な検索ベースを判断しやすくするには、ActiveDirectoryExplorer（Microsoft社から入手可能）
などのユーティリティを使用してデータ構造を表示してください。

ステップ 7 LDAPフィールドマッピングを入力します。
LDAPフィールドマッピングは、ディレクトリ内の属性のうち、ディレクトリ検索の検索対象お
よび表示対象となる情報を保持しているものを指定します。

デフォルトと一致しないフィールドマッピングを「name=value」ペアの形式ですべて入力します
（各フィールドをセミコロン（;）で区切ります）。

例：displayName=nickname;emailAddress=email。要素名の値を名前の値として使用します。
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ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

次の手順に従って、社内ディレクトリの設定をテストします。

1 Cisco Jabber for iPadの [設定（Settings）]から社内ディレクトリのアカウントを削除し（必要な
場合）、アプリケーションを再起動します。

2 Cisco Unified Communications Managerのアカウントを使用してサインインし、指示に従って社
内ディレクトリの設定を入力または確認します。

3 変更を加えなかった場合も含め、[保存（Save）]をタップします。

4 ディレクトリ検索をテストします。

Connect On Demand VPN の設定
Cisco Jabber Video for iPadは、Connect on Demand VPN機能を有効化する 2種類の方法をサポート
します。

CiscoUnifiedPresenceとCiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバが完全修飾ドメイン名（FQDN）
で設定されている場合、Connect On Demand VPN機能は、Cisco Jabber Video for iPadを使用してイ
ネーブルまたはディセーブルにします。 Cisco Unified Presenceと Cisco Unified Communications
Managerサーバが IPアドレスで設定されている場合、Connect On Demand VPN機能をイネーブル
にするようにオンデマンド VPNの URLパラメータを設定します。

シスコでは、FQDNを使用して Cisco Unified Presenceおよび Cisco Unified Communications
Managerを展開することを推奨します。 FQDNを使用して展開する場合、Connect On Demand
VPN機能を使用するために Cisco Unified Presenceと Cisco Unified Communications Managerを追
加設定する必要はありません。

（注）

はじめる前に

• iPadで、証明書ベースの認証での VPNへのオンデマンドアクセスが設定されている必要が
あります。 VPNアクセスのセットアップについては、VPNクライアントのプロバイダーに
お問い合わせください。

• Cisco Unified Presenceと Cisco Unified Communications Managerサーバは、完全修飾ドメイン
名または IPアドレスを使用してネットワークを識別します。

•オンデマンドで VPNを起動するために設定された URLを確認します。 Cisco AnyConnectク
ライアントで URLを入力します。このドメインで DNSクエリーが失敗した場合は、 Cisco
Jabber Video for iPadがオンデマンドで VPNをトリガします。次のいずれかの方法を使用し
ます。
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◦ Cisco Unified Communications Managerを、IPアドレスではなくドメイン名でアクセスで
きるよう設定します。このドメイン名がファイアウォール外では解決できないことを確

認します。 Cisco AnyConnectクライアント接続の Connect on Demandドメインリスト
で、このドメインを [必要に応じて接続する（Connect IfNeeded）]リストに追加します。

◦ドメイン名を使用して Cisco Unified Communications Managerにアクセスできない場合、
またはファイアウォール外からそのドメイン名の DNS検索を失敗にできない場合、次
の手順のパラメータを存在しないドメインにセットします。存在しないドメインは、

ユーザがファイアウォールの内部または外部にいるときに、DNSクエリーを失敗させま
す。次に、AnyConnectクライアント接続の Connect on Demandドメインリストで、そ
のドメインを [常に接続する（Always Connect）]リストに追加します。 URLは、ドメ
イン名だけを含む必要があります。プロトコルやパスを含まないようにしてください。

詳細については、下記の例を参照してください。

使用不可用途

https://cm8ondemand.company.com/vpncm8ondemand.company.com

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理にサインインします。

ステップ 2 ユーザのデバイスページに移動します。

ステップ 3 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションに移動します。

ステップ 4 この手順の前に指定した URLを [オンデマンド VPNの URL（On-Demand VPN URL）]フィール
ドに入力します。

URLはドメイン名のみである必要があります。プロトコルやパスを含まないようにし
てください。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

この機能をテストするには、次を実行します。

•手順で指定した URLを iPadの Safariに入力し、VPNが自動起動することを確認します。ス
テータスバーに、VPNアイコンが表示されます。

• iPadが VPNを使用して企業ネットワークに接続し、企業イントラネットサイトへのアクセ
スなどのタスクを実行できることを確認します。接続が正常に動作しない場合、VPNプロ
バイダーにお問い合わせください。
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社内無線ネットワークの Connect On Demand VPN をディ
セーブルにする

社内無線ネットワークの Connect On Demand VPN機能をディセーブルにするには、次の手順を実
行します。

はじめる前に

•社内Wi-Fiの SSIDのリストを収集します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理にサインインします。

ステップ 2 ユーザのデバイスページに移動します。

ステップ 3 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションに移動します。

ステップ 4 最大 3つの社内Wi-Fi SSIDにプリセットWi-Fiネットワークをスラッシュで区切って設定します
（/）。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

SIP ダイジェスト認証オプションのセットアップ
SIPダイジェスト認証は、ユーザデバイスを認証するための Unified CMのセキュリティ機能で
す。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』と『Cisco Unified
Communications Manager Administration Guide』を参照してください。これらは、メンテナンスガ
イド一覧から入手できます。

Cisco Jabber for Androidでは、オフィス経由のダイヤル -リバース機能での SIPダイジェスト認
証機能をサポートしていません。

（注）

Cisco Jabber for Androidでは、次の 3つのオプションがあります。

• SIPダイジェスト認証の無効化：実際の導入でこの機能を使用しない場合は、SIPダイジェス
ト認証を無効にします。

SIPダイジェスト認証の無効化, （65ページ）を参照してください。

•自動パスワード認証を使用した SIPダイジェスト認証の有効化

◦ユーザがこのパスワードを手動で入力する必要はありません。
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◦これにより、入力ミスによって Cisco Jabber for Androidが Unified CMに登録されなくな
る可能性が減少します。

自動パスワード認証を使用した SIPダイジェスト認証の有効化, （65ページ）を参照してく
ださい。

•手動パスワード認証を使用した SIPダイジェスト認証の有効化

◦パスワードが暗号化されます。

◦ユーザはこのパスワードを手動で入力する必要があります。

手動パスワード認証を使用した SIPダイジェスト認証の有効化, （66ページ）を参照してく
ださい。

SIP ダイジェスト認証の無効化
Unified CMの各デバイスページで次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Unified CMの管理（Unified CM Administration）]ポータルにサインインします。

ステップ 2 デバイスのページにナビゲートします。

ステップ 3 [デバイスセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]ドロップダウンリストで、[Cisco
Jabber for Tablet -標準 SIP非セキュアプロファイル（Cisco Jabber for Tablet - Standard SIP Non-secure
profile）]を選択します。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションで認証の詳細を完成さ
せます。

a) [SIPダイジェスト認証の有効化（Enable SIP Digest Authentication）]ドロップダウンリストで
[無効（Disabled）]を選択します。

b) [SIPダイジェストユーザ名（SIP Digest Username）]は空白のままにしておきます。

ステップ 5 Cisco Jabberを再起動します。

自動パスワード認証を使用した SIP ダイジェスト認証の有効化

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [電話セキュリティプロファイル（Phone
Security Profile）]の下で、Cisco Jabber For Tabletの新しい電話セキュリティプロファイルを作成
します。
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a) [ダイジェスト認証を有効化（Enable digest authentication）]を選択します。
b) [設定ファイル内のダイジェスト信用証明書を除外（Exclude digest credentials in configuration

file）]を選択解除します。

ステップ 2 [エンドユーザ（End User）]ページの [ユーザ情報（User Information）]セクションで、次のタス
クを実行します。

a) [ユーザ ID（User ID）]フィールドにユーザ IDが入力されていることを確認します。
b) [ダイジェスト信用証明書（Digest Credentials）]フィールドに、ダイジェスト信用証明書を入
力します。

c) [ダイジェスト信用証明書の確認（ConfirmDigest Credentials）]フィールドに、ダイジェスト信
用証明書を再入力します。

ステップ 3 [Cisco Jabber for Tabletデバイス（Cisco Jabber for Tablet device）]ページごとに、[プロファイル固
有情報（Protocol Specific Information）]セクションでプロファイル情報を完成させます。
a) [デバイスセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]リストで、作成した電話セ
キュリティプロファイルを選択します。

b) [ダイジェストユーザ（Digest User）]リストで、ダイジェストユーザを選択します。

ステップ 4 同じデバイスページの [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクショ
ンで、認証の詳細を完成させます。

a) [SIPダイジェストユーザ名（SIP Digest Username）]は空白のままにしておきます。

ステップ 5 Cisco Jabberを再起動します。

手動パスワード認証を使用した SIP ダイジェスト認証の有効化

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [電話セキュリティプロファイル（Phone
Security Profile）]の下で、Cisco Jabber For Tabletの新しいプロファイルを作成します。
a) [ダイジェスト認証を有効化（Enable digest authentication）]を選択します。
b) [設定ファイル内のダイジェスト信用証明書を除外（Exclude digest credentials in configuration

file）]を選択します。

ステップ 2 [エンドユーザ（End User）]ページの [ユーザ情報（User Information）]セクションで、次のタス
クを実行します。

a) [ユーザ ID（User ID）]フィールドにユーザ IDが入力されていることを確認します。
b) [ダイジェスト信用証明書（Digest Credentials）]フィールドに、ダイジェスト信用証明書を入
力します。

c) [ダイジェスト信用証明書の確認（ConfirmDigest Credentials）]フィールドに、ダイジェスト信
用証明書を再入力します。
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このパスワードを書き留めてください。後でこのパスワードをユーザに提供します。

ステップ 3 [Cisco Jabber for Tabletデバイス（Cisco Jabber for Tablet device）]ページごとに、[プロファイル固
有情報（Protocol Specific Information）]セクションでプロファイル情報を完成させます。
a) [デバイスセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]リストで、作成した電話セ
キュリティプロファイルを選択します。

b) [ダイジェストユーザ（Digest User）]リストで、ダイジェストユーザを選択します。

ステップ 4 同じデバイスページの [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクショ
ンで、認証の詳細を完成させます。

a) [SIPダイジェスト認証の有効化（Enable SIPDigestAuthentication）]リストで [有効（Enabled）]
を選択します。

b) [SIPダイジェストユーザ名（SIP Digest Username）]に、作成したダイジェストユーザを入力
します。

ステップ 5 Cisco Jabberを再起動して、ウィザードの手順を再び順番に実行します。
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第 6 章

Cisco Unified Communications Manager 9.x の
設定

この章では、Cisco Unified Communications Manager 9.xを使用した Cisco Jabber Video for iPadの設
定方法について説明します。

インスタントメッセージングおよびプレゼンスが使用されていない展開では、Cisco Unified
Communications Manager IM and Presence Serviceの設定は任意です。

（注）

• 必須サービスの有効化と開始, 69 ページ

• ディレクトリ統合の設定, 70 ページ

• サービスプロファイルの作成, 73 ページ

• インスタントメッセージングとプレゼンスのセットアップ, 74 ページ

• 音声機能およびビデオ機能のセットアップ, 81 ページ

• ボイスメールのセットアップ, 88 ページ

必須サービスの有効化と開始
必須サービスにより、サーバ間の通信が可能になり、クライアントにさまざまな機能が提供され

ます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and Presence Servicability）]
インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control Center - Feature Services）]を
選択します。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから適切なサーバを選択します。

ステップ 4 次の各サービスが開始され、かつ有効になっていることを確認します。

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Sync Agent

• Cisco XCP Authentication Service

• Cisco XCP Connection Manager

• Cisco XCP Text Conference Manager

• Cisco Presence Engine

ステップ 5 [ツール（Tools）] > [コントロールセンターのネットワークサービス（Control Center - Network
Services）]を選択します。

ステップ 6 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから適切なサーバを選択します。

ステップ 7 Cisco XCP Router Serviceが実行されていることを確認します。

次の作業

必要に応じて、その他のサービスも開始します。利用可能なサービスを確認したり、現在の導入

においてその他のサービスが必要かどうかを判断したりする場合は、CiscoUnifiedCommunications
Managerに関する適切なマニュアルを参照してください。

ディレクトリ統合の設定
オンプレミス展開をセットアップするときは、次の両方を実行する必要があります。

•ディレクトリサーバと同期する。

•ディレクトリサーバで認証する。

ディレクトリサーバとの同期

ディレクトリサーバとの同期により、ディレクトリサーバ内の連絡先データが Cisco Unified
Communications Managerに複製されます。
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同期の有効化

ディレクトリサーバと同期するための最初の手順は、Cisco Unified Communications Managerで同
期を有効にすることです。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [LDAP] > [LDAPシステム（LDAP System）]を選択します。
[LDAPシステムの設定（LDAP System Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [LDAPシステム情報（LDAP System Information）]セクションに移動します。

ステップ 4 [LDAPサーバからの同期を有効にする（Enable Synchronizing from LDAP Server）]を選択します。

ステップ 5 [LDAPサーバタイプ（LDAP Server Type）]ドロップダウンリストから、データの同期元となる
ディレクトリサーバのタイプを選択します。

次の作業

ユーザ IDの LDAP属性を指定します。

ユーザ ID の LDAP 属性の指定
ディレクトリソースからユーザを Cisco Unified Communications Managerに同期する場合、ディレ
クトリ内の属性からユーザ IDを入力できます。ユーザ IDを保持するデフォルトの属性は、
sAMAccountNameです。

手順

ステップ 1 [LDAPシステムの設定（LDAP System Configuration）]ウィンドウで [ユーザ ID用 LDAP属性
（LDAP Attribute for User ID）]ドロップダウンリストを探します。

ステップ 2 必要に応じて、ユーザ IDの属性を指定し、[保存（Save）]を選択します。
ユーザ IDの属性が sAMAccountNameでデフォルトの IMアドレススキームを使用して
いる場合は、次のようにクライアントの設定ファイルで UserAccountNameパラメータの
値として属性を指定する必要があります。

<UserAccountName>attribute-name</UserAccountName>

設定で属性を指定せず、属性がsAMAccountName以外の場合、クライアントはディレク
トリ内の連絡先を解決できません。この結果、ユーザはプレゼンスを取得せず、インス

タントメッセージを送信または受信できません。

重要
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同期の実行

ディレクトリサーバを追加し、必要なパラメータを指定した後、Cisco Unified Communications
Managerをディレクトリサーバと同期できます。

はじめる前に

ご使用の環境にプレゼンスサーバが含まれる場合は、ディレクトリサーバと同期する前に次の機

能サービスがアクティブになっていて、開始されていることを確認する必要があります。

• Cisco Unified Presence：[Cisco UP Sync Agent]

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service：[Cisco Sync Agent]

このサービスは、プレゼンスサーバと Cisco Unified Communications Manager間のデータの同期を
維持します。ディレクトリサーバとの同期を実行すると、Cisco Unified Communications Manager
は次にプレゼンスサーバとデータを同期します。ただし、[Cisco SyncAgent]サービスがアクティ
ブになっていて、開始されている必要があります。

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [LDAP] > [LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択します。
[LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]ウィンドウで必要な詳細情報を指定します。
指定できる値およびフォーマットの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
Administration Guide』を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 5 [完全同期を今すぐ実施（Perform Full Sync Now）]を選択します。
同期プロセスの完了までに要する時間は、ディレクトリ内のユーザの数によって異なり

ます。ユーザ数が数千にもなる大規模なディレクトリの同期を実施する場合、そのプ

ロセスにはある程度の時間がかかると予想されます。

（注）

ディレクトリサーバのユーザデータは、Cisco Unified Communications Managerデータベースに同
期されます。 Cisco Unified Communications Managerは、その後、プレゼンスサーバデータベース
にユーザデータを同期します。

ディレクトリサーバでの認証

ディレクトリサーバで認証するために、Cisco Unified Communications Managerを設定する必要が
あります。ユーザがクライアントにログインすると、プレゼンスサーバはその認証をCiscoUnified
Communications Managerにルーティングします。 Cisco Unified Communications Managerは、その
後、その認証をディレクトリサーバに委任します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [LDAP] > [LDAP認証（LDAP Authentication）]を選択します。

ステップ 3 [エンドユーザ用 LDAP認証の使用（Use LDAP Authentication for End Users）]を選択します。

ステップ 4 必要に応じて、LDAPクレデンシャルとユーザ検索ベースを指定します。
[LDAP認証（LDAP Authentication）]ウィンドウのフィールドの詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration Guide』を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

サービスプロファイルの作成
Cisco Unified Communications Managerで追加したサービスの設定を含むサービスプロファイルを
作成します。ユーザのエンドユーザ設定にサービスプロファイルを追加します。これにより、

クライアントは、利用可能なサービスの設定をサービスプロファイルから取得できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウに次のように設定を入
力します。

a) [名前（Name）]フィールドにサービスプロファイルの一意な名前を指定します。
b) 必要であれば、[説明（Description）]フィールドに説明を入力します。
c) 必要に応じて、[システムデフォルトのサービスプロファイルに設定（Make this the default

service profile for the system）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。
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次の作業

インスタントメッセージングとプレゼンスのセットアップ手順を実行します。インスタントメッ

セージングとプレゼンスを有効にするのと同時に、エンドユーザ設定にサービスプロファイルを

追加できます。

インスタントメッセージングとプレゼンスのセットアッ

プ
インスタントメッセージング機能とプレゼンス機能により、ユーザは、インスタントメッセージ

を送受信すること、および在席ステータスを公開および表示することができます。

インスタントメッセージングとプレゼンスをセットアップし、配置を開始します。チャットと在

席ステータスの機能のセットアップに成功した後は、他のサービスを追加し、音声、ビデオ、ボ

イスメールなどの機能をプロビジョニングすることで、配置を構築できます。

メッセージングの設定の有効化

インスタントメッセージング機能を有効にし、設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [設定（Settings）]の順に選択します。

ステップ 3 次のオプションを選択します。

•インスタントメッセージを有効にする（Enable instant messaging）

ステップ 4 他のメッセージング設定も適切に選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。
Cisco Jabber Video for iPadは、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service
バージョン 9.0.xの [プレゼンスの設定（Presence Settings）]ウィンドウで次の設定をサ
ポートしていません。

重要

•ユーザの通話中に DNDステータスを使用する（Use DND status when user is on the
phone）

•ユーザがミーティングに参加しているときにDNDステータスを使用する（UseDND
status when user is in a meeting）

•クライアントでのインスタントメッセージ履歴のログ記録を可能にする（Allowclients
to log instant message history）
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プレゼンスサブスクリプション要求のプロンプト設定

社内の連絡先からのプレゼンスサブスクリプション要求のプロンプトを有効、無効のいずれかに

することができます。

クライアントは、社外の連絡先からのプレゼンスサブスクリプション要求には、ユーザに許可を

求めるプロンプトを常に表示します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [プレゼンス（Presence）] > [設定（Settings）]の順に選択します。
[プレゼンスの設定（Presence Settings）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [確認プロンプトなしで、ユーザが他のユーザのプレゼンスステータスを表示できるようにする
（Allow users to view the availability of other users without being prompted for approval）]を選択し、プ
ロンプトを無効にして、社内からのすべてのプレゼンスサブスクリプション要求を自動的に許可

します。

このオプションには、次の値があります。

オン

クライアントはプレゼンスサブスクリプション要求ではユーザにプロンプトを表示しませ

ん。クライアントはユーザにプロンプトを表示せずに、すべてのプレゼンスサブスクリプ

ション要求を自動的に許可します。

オフ

クライアントは、プレゼンスサブスクリプション要求を許可するかどうか尋ねるプロンプ

トをユーザに表示します。この設定では、ユーザの在席ステータスを社内のほかのユーザ

が見られる状態である必要があります。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

インスタントメッセージ/プレゼンスサービスを追加する
インスタントメッセージングとプレゼンス機能をユーザに提供します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]
を選択します。

[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[UCサービスの設定（UC Service Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add aUCService）]セクションで、[UCサービスタイプ（UCService Type）]
ドロップダウンリストから [IMおよび Presence（IM and Presence）]を選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]を選択します。

ステップ 6 次の手順に従って、インスタントメッセージ/プレゼンスサービスの詳細情報を設定します。
a) [製品のタイプ（Product Type）]ドロップダウンリストから [Unified CM (IMおよび Presence)
（Unified CM (IM and Presence)）]を選択します。

b) [名前（Name）]フィールドにサービスの名前を入力します。
入力した名前は、プロファイルにサービスを追加する際に表示されます。入力する名前は必

ず、一意的でわかりやすく、かつ意味が通じるものにしてください。

c) 必要であれば、[説明（Description）]フィールドに説明を入力します。
d) [ホスト名/IPアドレス（Host Name/IP Address）]フィールドに、インスタントメッセージ/プレ
ゼンスサービスのアドレスを入力します。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

サービスプロファイルにインスタントメッセージ/プレゼンスサービスを追加します。

インスタントメッセージ/プレゼンスサービスを適用する
Cisco Unified Communications Managerでインスタントメッセージおよびプレゼンスサービスを追
加した後、クライアントがその設定を取得できるようにするために、そのインスタントメッセー

ジおよびプレゼンスサービスをサービスプロファイルに適用する必要があります。

はじめる前に

サービスプロファイルを作成します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 目的のサービスプロファイルを検索し、それを選択します。

[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [IM/プレゼンスプロファイル（IM and Presence Profile）]セクションで、次のドロップダウンリス
トから、サービスを最大 3つ選択します。

•プライマリ（Primary）

•セカンダリ（Secondary）

•ターシャリ（Tertiary）

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

ディレクトリサービスを追加する

ディレクトリ検索機能をユーザに提供するディレクトリサービスを追加するには、次の手順を実

行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]
を選択します。

[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[UCサービスの設定（UC Service Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add aUCService）]セクションで、[UCサービスタイプ（UCService Type）]
ドロップダウンリストから [ディレクトリ（Directory）]を選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]を選択します。

ステップ 6 次の手順に従って、ディレクトリサービスの詳細情報を設定します。

a) [製品のタイプ（Product Type）]ドロップダウンリストから、[ディレクトリ（Directory）]を
選択します。
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b) [名前（Name）]フィールドにサービスの名前を入力します。入力した名前は、プロファイル
にサービスを追加する際に表示されます。入力する名前は必ず、一意的でわかりやすく、かつ

意味が通じるものにしてください。

c) 必要であれば、[説明（Description）]フィールドに説明を入力します。
d) [ホスト名/IPアドレス（Host Name/IP Address）]フィールドに、CTIサービスのアドレスを入
力します。

e) LDAPサーバが使用するポート番号を指定します。デフォルトは、次のとおりです。
a) TCP：389
b) TLS：636
c) グローバルカタログ：3268/3269

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

サービスプロファイルにディレクトリサービスを追加します。

ディレクトリサービスの適用

Cisco Unified Communications Managerでディレクトリサービスを追加した後、クライアントがそ
の設定を取得できるようにするために、そのサービスをサービスプロファイルに適用する必要が

あります。

はじめる前に

サービスプロファイルを作成します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索/一覧表示（Find and List Service Profiles）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 目的のサービスプロファイルを検索し、それを選択します。

[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ディレクトリプロファイル（Directory Profile）]セクションで、[基本サービス（Primary service）]
を選択します。

設定には 3種類のサービスオプションが設定可能ですが、アプリケーションは [基本
サービス（Primary service）]の値の使用のみをサポートします。

（注）
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ステップ 5 [ログインしたユーザのクレデンシャルを使用（Use Logged On User Credential）]を選択します。

ステップ 6 LDAPサーバに対する認証アカウントを [ユーザ名（Username）]および [パスワード（Password）]
フィールドで指定します。

ステップ 7 [検索ベース（Search Base）]フィールドに LDAPサーバの検索ベースを指定します。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。

ユーザの設定を行う

ユーザの設定を行う場合は、インスタントメッセージおよびプレゼンスを有効にし、サービスプ

ロファイルをユーザに追加します。

ユーザの設定を個別に行う

インスタントメッセージおよびプレゼンスを有効にし、個々のユーザにサービスプロファイルを

追加します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 4 対象のユーザ名をリストから選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [サービスの設定（Service Settings）]セクションに移動し、以下の操作を行います。
a) [ユーザに対して Unified CM IM and Presenceを有効にする（Enable User for Unified CU IM and

Presence）]を選択します。
b) [UCサービスプロファイル（UC Service Profile）]ドロップダウンリストからサービスプロ
ファイルを選択します。

Cisco Unified CommunicationsManagerバージョン 9.xのみ：インスタントメッセージ
とプレゼンス機能のみ（IMのみ）のユーザである場合、[デフォルトを使用（Use
Default）]を選択する必要があります。

IMのみのユーザの場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerバージョン 9.xでは [UC
サービスプロファイル（UCService Profile）]ドロップダウンリストの選択内容に関係
なく、常にデフォルトのサービスプロファイルが適用されます。

重要

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。
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複数ユーザの設定を一括で行う

インスタントメッセージおよびプレゼンスを有効にし、複数のユーザにサービスプロファイルを

追加します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの更新（Update Users）] > [クエ
リー（Query）]を選択します。
[更新するユーザの検索と一覧表示（Find and List Users To Update）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 4 [次へ（Next）]を選択します。
[ユーザの更新（Update Users Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 2つある [ユーザに対して Unified CM IM and Presenceを有効にする（Enable User for Unified CU IM
and Presence）]チェックボックスをどちらもオンにします。

[ユーザに対して Unified CM IM and Presenceを有効にする（Enable User for Unified CU IM
and Presence）]チェックボックスは 2つあります。インスタントメッセージおよびプレ
ゼンスを無効にする場合は、いずれか一方のチェックボックスを選択します。インスタ

ントメッセージおよびプレゼンスを有効にする場合は、両方のチェックボックスを選択

します。

重要

ステップ 6 [UCサービスプロファイル（UC Service Profile）]チェックボックスをオンにし、そのドロップダ
ウンリストからサービスプロファイルを選択します。

Cisco Unified Communications Managerバージョン 9.xのみ：インスタントメッセージと
プレゼンス機能のみ（IMのみ）のユーザである場合、[デフォルトを使用（UseDefault）]
を選択する必要があります。

IMのみのユーザの場合、Cisco Unified Communications Managerバージョン 9.xでは [UC
サービスプロファイル（UC Service Profile）]ドロップダウンリストの選択内容に関係な
く、常にデフォルトのサービスプロファイルが適用されます。

重要

ステップ 7 [ジョブ情報（Job Information）]セクションで、ジョブをただちに実行するか後で実行するかを指
定します。

ステップ 8 [送信（Submit）]を選択します。

   Cisco Jabber Video for iPad 9.3.4 アドミニストレーションガイド
80

Cisco Unified Communications Manager 9.x の設定
ユーザの設定を行う



音声機能およびビデオ機能のセットアップ
ユーザにソフトフォンデバイスおよびデスクフォンデバイスをプロビジョニングします。ダイ

ヤルプランのマッピングを設定し、音声機能およびビデオ機能をセットアップするためのその他

の必須タスクを実行します。

はじめる前に

ユーザにデバイスをプロビジョニングする前に、付加ライセンスに関する情報など、CiscoUnified
Communications Managerのライセンス要件を確認する必要があります。

ソフトフォンデバイスの作成

タブレットフォンデバイスの作成

iPadで使用するソフトフォンデバイスを作成するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 4 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストで [Cisco Jabber for Tablet]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 デバイスの名前を [デバイス名（Device Name）]フィールドに指定します。タブレットデバイス
名には TAB usernameフォーマットを使用する必要があります。たとえば、Tanya Adamsという
名前で、ユーザ名が tadamsであるユーザのデバイスを作成するとします。この場合、デバイス名
として TABTADAMSを指定します。

タブレットフォンデバイス名は大文字にする必要がありま

す。

（注）

ステップ 6 必要に応じて、[電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウで設定を指定します。このウィン
ドウの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager』のマニュアルの「Phone
Setup」のトピックを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。
デバイスが正常に追加されたとのメッセージが表示されます。 [電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウで [割り当て情報（Association Information）]セクションが利用可能になります。
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デバイスに電話番号を追加する

Cisco Unified Communications Managerで、デバイスに電話番号を追加する必要があります。この
トピックでは、デバイスの作成後に [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]メニューオプション
を使用して電話番号を追加する手順について説明します。このメニューオプションから表示され

るのは、電話機モデルまたはCTIルートポイントに適用される設定のみです。電話番号を設定す
るためのさまざまなオプションについては、Cisco Unified Communications Managerのマニュアル
を参照してください。

手順

ステップ 1 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [割り当て情報（Association Information）]セク
ションに移動します。

ステップ 2 [新規 DNを追加（Add a new DN）]を選択します。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [電話番号（Directory Number）]フィールドで、電話番号を指定します。

ステップ 4 その他に必要な設定があれば、それらをすべて指定します。

ステップ 5 次の手順に従って、エンドユーザに電話番号を関連付けます。

a) [回線に関連付けられているユーザ（Users Associated with Line）]セクションに移動します。
b) [エンドユーザの関連付け（Associate End Users）]を選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ダイアログボックスが開きます。

c) [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検
索（Find）]を選択してユーザのリストを取得します。

d) 対象のユーザをリストから選択します。
e) [選択項目の追加（Add Selected）]を選択します。
選択されたユーザがボイスメールプロファイルに追加されます。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。
[設定の適用（Apply Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 8 [設定の適用（Apply Configuration）]ウィンドウに表示されるプロンプトに従って設定を適用しま
す。

ユーザの関連付けに関する設定

ユーザをデバイスに関連付けると、ユーザにデバイスがプロビジョニングされます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 4 対象のユーザをリストから選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [デバイス情報（Device Information）]セクションを探します。

ステップ 6 [デバイスの割り当て（Device Association）]を選択します。
[ユーザデバイス割り当て（User Device Association）]ウィンドウが開きます。

ステップ 7 ユーザを割り当てるデバイスを選択します。

ステップ 8 [選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]を選択します。

ステップ 9 [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]の順に選択し、[ユーザの検索と
一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウに戻ります。

ステップ 10 一覧から同じユーザを探し、選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 11 [権限情報（Permissions Information）]セクションを探します。

ステップ 12 [アクセスコントロールグループに追加（Add to Access Control Group）]を選択します。
[アクセスコントロールグループの検索と一覧表示（Find and List Access Control Groups）]ダイア
ログボックスが開きます。

ステップ 13 ユーザを割り当てるアクセスコントロールグループを選択します。

ユーザを、少なくとも次のアクセスコントロールグループに割り当てる必要があります。

• Standard CCM End Users

• Standard CTI Enabled

電話機のモデルによっては、次のコントロールグループが追加で必要となります。

• Cisco Unified IP Phone 9900または 8900シリーズでは、[標準 CTIによる接続時の転送および
会議をサポートする電話の制御（Standard CTIAllowControl of Phones supporting ConnectedXfer
and conf）]を選択します。

• Cisco Unified IP Phone 6900シリーズでは、[標準 CTIによるロールオーバーモードをサポー
トする電話の制御（Standard CTI Allow Control of Phones supporting Rollover Mode）]を選択し
ます。

ステップ 14 [選択項目の追加（Add Selected）]を選択します。
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[アクセスコントロールグループの検索と一覧表示（Find and List Access Control Groups）]ウィン
ドウが終了します。

ステップ 15 [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウで [保存（Save）]を選択します。

TFTP サーバアドレスの指定
クライアントは TFTPサーバからデバイス設定を取得します。そのため、ユーザにデバイスをプ
ロビジョニングする場合、TFTPサーバアドレスを指定する必要があります。

Cisco Unified Communications IM and Presenceでの TFTP サーバの指定
次の手順を実行して、Cisco Unified Communications IM and Presenceで TFTPサーバのアドレスを
指定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [レガシークライアント（LegacyClients）] > [設定（Settings）]
の順に選択します。

[レガシークライアントの設定（Legacy Client Settings）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [レガシークライアントのセキュリティ設定（Legacy Client Security Settings）]セクションを探し
ます。

ステップ 4 次のフィールドで、プライマリおよびバックアップの TFTPサーバの IPアドレスを指定します。

•プライマリ TFTPサーバ（Primary TFTP Server）

TFTPの冗長性はサポートされませ
ん。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

ハイブリッドクラウドベース展開での TFTP サーバの指定
ハイブリッドクラウドベース展開では、Cisco WebEx管理ツールで TFTPサーバアドレスを指定
できます。
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手順

ステップ 1 Cisco WebEx管理ツールを開きます。

ステップ 2 [設定（Configuration）]タブを選択します。

ステップ 3 [追加サービス（Additional Services）]セクションで [Unified Communications]を選択します。
[Unified Communications]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [クラスタ（Clusters）]タブを選択します。

ステップ 5 適切なクラスタをリストから選択します。

[クラスタの編集（Edit Cluster）]ウィンドウが開きます。

ステップ 6 [Cisco Unified Communications Managerサーバの設定（Cisco Unified Communications Manager Server
Settings）]セクションで [サーバの詳細設定（Advanced Server Settings）]を選択します。

ステップ 7 [TFTPサーバ（TFTPServer）]フィールドでプライマリTFTPサーバの IPアドレスを指定します。

ステップ 8 [バックアップサーバ 1（Backup Server #1）]フィールドと [バックアップサーバ 2（Backup Server
#2）]フィールドでバックアップ TFTPサーバの IPアドレスを指定します。

ステップ 9 [保存（Save）]を選択します。
[クラスタの編集（Edit Cluster）]ウィンドウが閉じます。

ステップ 10 [Unified Communications]ウィンドウで [保存（Save）]を選択します。

デバイスのリセット

ユーザを作成し、デバイスに関連付けた後、それらのデバイスをリセットする必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [電話を次の条件で検索（FindPhonewhere）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]
を選択してデバイスの一覧を取得します。

ステップ 4 対象のデバイスを一覧から選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [割り当て情報（Association Information）]セクションを探します。

ステップ 6 対象の電話番号設定を選択します。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 7 [リセット（Reset）]を選択します。
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[デバイスリセット（Device Reset）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 8 [リセット（Reset）]を選択します。

ステップ 9 [閉じる（Close）]を選択して、[デバイスリセット（DeviceReset）]ダイアログボックスを閉じま
す。

CCMCIP プロファイルの作成
クライアントは、CCMCIPサーバからユーザのデバイスリストを取得します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [レガシークライアント（Legacy Clients）] > [CCMCIPプロ
ファイル（CCMCIP Profile）]の順に選択します。
[CCMCIPプロファイルの検索と一覧表示（Find and List CCMCIP Profiles）]ウィンドウが開きま
す。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[CCMCIPプロファイルの設定（CCMCIP Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 CCMCIPプロファイルでサービスの詳細を次のように指定します。
a) プロファイルの名前を [名前（Name）]フィールドに指定します。
b) [プライマリ CCMCIPホスト（Primary CCMCIP Host）]フィールドで、プライマリ CCMCIP
サービスのアドレスを指定します。

c) [バックアップCCMCIPホスト（BackupCCMCIPHost）]フィールドで、バックアップCCMCIP
サービスのホスト名または IPアドレスを指定します。

d) [サーバ証明書の確認（Server Certificate Verification）]はデフォルト値のままとします。

ステップ 5 CCMCIPプロファイルに次のようにユーザを追加します。
a) [プロファイルにユーザを追加（Add Users to Profile）]を選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ダイアログボックスが開きます。

b) [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検
索（Find）]を選択してユーザのリストを取得します。

c) 対象のユーザをリストから選択します。
d) [選択項目の追加（Add Selected）]を選択します。
選択されたユーザが CCMCIPプロファイルに追加されます。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。
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ダイヤルプランのマッピング

Cisco Unified Communications Managerのダイヤリングルールがディレクトリのダイヤリングルー
ルと一致するように、ダイヤルプランのマッピングを設定します。

アプリケーションダイヤルルール（Application Dial Rules）

アプリケーションダイヤルルールにより、ユーザがダイヤルする電話番号の桁数の追加および削

除が自動的に行われます。アプリケーションダイヤルルールにより、ユーザがクライアントか

らダイヤルする番号が操作されます。

たとえば、7桁の電話番号の先頭に自動的に 9を追加して外線にアクセスするように、ダイヤル
ルールを設定できます。

ディレクトリ検索ダイヤルルール（Directory Lookup Dial Rules）

ディレクトリ検索ダイヤルルールによって、発信者 IDの番号が、クライアントがディレクトリ
で検索できる番号に変換されます。定義する各ディレクトリ検索ルールには、先頭の数字および

番号の長さに基づいてどの数字を変換するかを指定します。

たとえば、10桁の電話番号から市外局番と 2桁の局番を自動的に削除するように、ディレクトリ
検索ルールを作成できます。このタイプのルールでは、たとえば、4089023139を 23139に変
換します。

ダイヤルルールの発行

Cisco Unified Communications Managerバージョン 8.5もしくはそれ以前のバージョンは、ダイヤル
ルールをクライアントに自動的に発行しません。このため、ダイヤルルールを発行するには、

COPファイルを導入する必要があります。このCOPファイルによって、ダイヤルルールがCisco
Unified Communications Managerデータベースから TFTPサーバ上の XMLファイルにコピーされ
ます。その後、クライアントは、その XMLファイルをダウンロードしてダイヤルルールにアク
セスできます。

Cisco Unified Communications Managerバージョン 8.5もしくはそれ以前のバージョンで、ダイ
ヤルルールを変更または修正するたびに、COPファイルを展開する必要があります。

メモ

はじめる前に

1 Cisco Unified Communications Managerでダイヤルルールを作成します。

2 Cisco.comから Cisco Jabber管理パッケージをダウンロードします。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [インストール/アップグレード
（Install/Upgrade）]を選択します。

ステップ 3 [次へ（Next）]を選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）] を選択し、[インストール（Install）]を選択します。

ステップ 5 TFTPサービスを再起動します。

ステップ 6 ブラウザでダイヤルルールのXMLファイルを開き、TFTPサーバでそれらのファイルが利用可能
であることを確認します。

a) http://tftp_server_address:6970/CUPC/AppDialRules.xmlに移動します。
b) http://tftp_server_address:6970/CUPC/DirLookupDialRules.xmlに移動します。

ブラウザで AppDialRules.xmlと DirLookupDialRules.xmlにアクセスできる場合、クラ
イアントはダイヤルルールをダウンロードできます。

ステップ 7 TFTPサービスを実行するCisco Unified CommunicationsManagerのインスタンスごとに前述の手順
を繰り返します。

次の作業

Cisco Unified Communications Managerのインスタンスごとに前述の手順を繰り返した後、クライ
アントを再起動します。

ボイスメールのセットアップ
ボイスメールをセットアップすることで、ユーザはボイスメールメッセージを受信し、音声コー

ルの着信をボイスメールサービスにリダイレクトできます。ボイスメールのセットアップタス

クの一部として、メールストアを設定して、クライアントでビジュアルボイスメールを有効にす

ることもできます。

Cisco Unity Connection の設定
Cisco Unity Connectionを設定するには、ユーザに IMAPアクセスを提供するユーザプロファイル
を作成する必要があります。具体的な設定作業内容については、Cisco Unity Connectionのマニュ
アルを参照してください。
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手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionのユーザプロファイルを作成します。

ステップ 2 ユーザに IMAPアクセスを提供します。
a) [Cisco Unity Connectionの管理（Cisco Unity Connection Administration）]インターフェイスを開
きます。

b) [サービスクラス（Class of Service）]を選択します。
[サービスクラスの編集（Edit Class of Service）]ウィンドウが開きます。

c) [ライセンスされた機能（Licensed Features）]セクションを探します。
d) [IMAPクライアントやシングルインボックスを使用したボイスメールへのアクセスをユーザ
に許可する（Allow Users to Access Voice Mail Using an IMAP Client and/or Single Inbox）]を選択
します。

e) [メッセージ本文へのアクセスを IMAPユーザに許可する（Allow IMAP Users to Access Message
Bodies）]を選択します。

f) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 3 セキュリティメッセージへのアクセスを有効化します。

a) [システム設定（System Settings）] > [詳細（Advanced）] > [API設定（API Settings）]に移動し
ます。

b) [CUMIを介したセキュアメッセージ録音へのアクセスを許可する（Allow Access to Secure
Message Recordings through CUMI）]を選択します。

ボイスメールサービスを追加する

ユーザがボイスメッセージを受信できるようにします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]
を選択します。

[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[UCサービスの設定（UC Service Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add aUCService）]セクションで、[UCサービスタイプ（UCService Type）]
ドロップダウンリストから [ボイスメール（Voicemail）]を選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]を選択します。

ステップ 6 ボイスメールサービスの詳細を次のように指定します。
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製品のタイプ（Product Type）

[Unity Connection]を選択します。

名前（Name）

サーバのわかりやすい名前（たとえば、PrimaryVoicemailServer）を入力します。

説明（Description）

任意で説明を入力します。

ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）

次のいずれかの形式で、ボイスメールサーバのアドレスを入力します。

•ホストネーム（Hostname）

• IPアドレス（IP Address）

• FQDN

ポート（Port）

ボイスメールサーバに接続するポートを入力します。

プロトコルタイプ（Protocol Type）

適切なプロトコルを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

サービスプロファイルにボイスメールサービスを追加します。

ボイスメールサービスを適用する

Cisco Unified Communications Managerでボイスメールサービスを追加した後、クライアントがそ
の設定を取得できるようにするために、そのボイスメールサービスをサービスプロファイルに適

用する必要があります。

はじめる前に

すでに存在しないか、ボイスメール用に別のサービスプロファイルが必要な場合は、サービスプ

ロファイルを作成します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 目的のサービスプロファイルを検索し、それを選択します。

[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ボイスメールプロファイル（Voicemail Profile）]セクションで、以下のような設定を行います。
a) 次のドロップダウンリストから、サービスを最大 3つ選択します。

•プライマリ（Primary）

•セカンダリ（Secondary）

•ターシャリ（Tertiary）

b) クレデンシャルとボイスメールサービスを同期させる場合は、[ボイスメールサービスのクレ
デンシャルソース（Credentials source for voicemail service）]ドロップダウンリストから [Unified
CM - IM/Presence]を選択します。
[Unified CM - IM/Presence]を選択した場合、ボイスメールサービスへのログインにはインスタ
ントメッセージおよびプレゼンスのクレデンシャルが使用されます。このため、ユーザはク

ライアントでボイスメールサービスのクレデンシャルを入力する必要ありません。

[Web会議（Web conferencing）]は選択しないでください。このオプションを選択し
た場合、ボイスメールサービスへのログインには、会議のクレデンシャルが使用さ

れます。現時点では、会議クレデンシャルとは同期できません。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

メールストアサービスを追加する

メールストアサービスにより、ユーザはビジュアルボイスメール機能を使用できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]
を選択します。

[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。

Cisco Jabber Video for iPad 9.3.4 アドミニストレーションガイド
91

Cisco Unified Communications Manager 9.x の設定
メールストアサービスを追加する



[UCサービスの設定（UC Service Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add aUCService）]セクションで、[UCサービスタイプ（UCService Type）]
ドロップダウンリストから [メールストア（MailStore）]を選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]を選択します。

ステップ 6 次の手順に従って、メールストアサービスの詳細情報を設定します。

名前（Name）

サーバのわかりやすい名前（たとえば、PrimaryMailStoreServer）を入力します。

説明（Description）

任意で説明を入力します。

ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）

次のいずれかの形式で、メールストアサーバのアドレスを入力します。

•ホストネーム（Hostname）

• IPアドレス（IP Address）

• FQDN

ポート（Port）

メールストアサーバに接続するポートを入力します。

プロトコルタイプ（Protocol Type）

適切なプロトコルを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

サービスプロファイルにメールストアサービスを追加します。

メールストアサービスを適用する

Cisco Unified Communications Managerでメールストアサービスを追加した後、クライアントがそ
の設定を取得できるようにするために、そのメールストアサービスをサービスプロファイルに適

用する必要があります。

はじめる前に

すでに存在しないか、メールストアサービス用に別のサービスプロファイルが必要な場合は、

サービスプロファイルを作成します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 目的のサービスプロファイルを検索し、それを選択します。

[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [メールストアプロファイル（MailStore Profile）]セクションで、以下のような設定を行います。
a) 次のドロップダウンリストから、サービスを最大 3つ選択します。

•プライマリ（Primary）

•セカンダリ（Secondary）

•ターシャリ（Tertiary）

b) 次の各フィールドに適切な値を指定します。

• Inboxフォルダ（Inbox Folder）

•ごみ箱フォルダ（Trash Folder）

•ポーリング間隔（Polling Interval）

c) メールストアが IMAPのUIDPLUS拡張子をサポートしている場合は、[デュアルフォルダモー
ドを使用可能にする（Allow dual folder mode）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

取得とリダイレクションの設定

ユーザがクライアントインターフェイスでボイスメールメッセージにアクセスできるようにする

ために、取得を設定します。ユーザが着信コールをボイスメールに送信できるようにするため

に、リダイレクションを設定します。 Cisco Unified Communications Managerで取得とリダイレク
ションを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 ボイスメールパイロットを設定します。
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a) [拡張機能（Advanced Features）] > [ボイスメール（Voice Mail）] > [ボイスメールパイロット
（Voice Mail Pilot）]の順に選択します。
[ボイスメールパイロットの検索と一覧表示（Find and List Voice Mail Pilots）]ウィンドウが開
きます。

b) [新規追加（Add New）]を選択します。
[ボイスメールパイロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）]ウィンドウが開きます。

c) [ボイスメールパイロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）]ウィンドウで必要な詳細情
報を指定します。

d) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 3 ボイスメールパイロットをボイスメールプロファイルに追加します。

a) [拡張機能（Advanced Features）] > [ボイスメール（VoiceMail）] > [ボイスメールプロファイル
（Voice Mail Profile）]の順に選択します。
[ボイスメールプロファイルの検索と一覧表示（Find and List Voice Mail Profiles）]ウィンドウ
が開きます。

b) [次のボイスメールプロファイル名でボイスメールプロファイルを検索（FindVoiceMail Profile
where Voice Mail Profile Name）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]を選択
してプロファイルの一覧を取得します。

c) 対象のプロファイルを一覧から選択します。
[ボイスメールパイロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）]ウィンドウが開きます。

d) [ボイスメールパイロット（VoiceMail Pilot）]ドロップダウンリストでボイスメールパイロッ
トを選択します。

e) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 4 電話番号設定でボイスメールプロファイルを指定します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが開きます。

b) [電話を次の条件で検索（Find Phone where）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索
（Find）]を選択してデバイスの一覧を取得します。

c) 対象のデバイスを一覧から選択します。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが開きます。

d) [割り当て情報（Association Information）]セクションを探します。
e) 適切なデバイス番号を選択します。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが開きます。

f) [電話番号の設定（Directory Number Settings）]セクションを探します。
g) [ボイスメールプロファイル（Voice Mail Profile）]ドロップダウンリストからボイスメールプ
ロファイルを選択します。

h) [保存（Save）]を選択します。
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第 7 章

Cisco TelePresence Video Communication Server
の設定

この章では、Cisco TelePresence Video Communication Server（VCS）を使用した Cisco Jabber Video
for iPadの設定に関する総合的な情報を提供します。

• 前提条件, 95 ページ

• プロビジョニング用の TMSの設定, 96 ページ

• プロビジョニングオプションの概要, 98 ページ

• VCSの設定, 105 ページ

• ファイアウォールの要件, 105 ページ

• 主な通信タイプ, 106 ページ

• サインイン時の通信の動作, 110 ページ

• 登録リフレッシュの最大時間の指定, 111 ページ

• サインイン後の通信の動作, 111 ページ

• ディレクトリ検索, 112 ページ

• コール設定, 113 ページ

• コール中の処理, 115 ページ

前提条件
次のタスクを実行します。

•使用する Cisco VCSおよび Cisco TMS（TelePresence Management Suite）のバージョンが次の
要件を満たしていることを確認します。
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必要なバージョン製品

13.1以降TMS

6.0以降VCS

• NTLM認証がネットワーク環境で必要かどうかを確認します。その場合、VCSおよび Cisco
Jabber Video for iPadで NTLM認証をセットアップします。手順については、http://
www.cisco.com/en/US/products/ps11337/products_installation_and_configuration_guides_list.htmlで
入手できる、お使いのリリースに対応した『Cisco TelePresence Video Communication Server
Authenticating Devices Deployment Guide』を参照してください。

プロビジョニング用の TMS の設定
Cisco Jabber Video for iPadに VCSを導入するには、適切な設定でユーザデバイスをプロビジョニ
ングします。必要な設定は TMSで追加および管理します。その後、それらのデータをVCSに転
送し、VCS上で稼働しているプロビジョニングサーバを介してデバイスに配布します。

次の 2つの必須手順を実行して、プロビジョニング用の TMSを設定します。

デバイスアドレスパターンの定義

デバイスアドレスパターンとは、TMS Provisioning Extension（TMSPE）が、プロビジョニングさ
れたデバイスに対してアドレスを生成する際に使用するテンプレートです。 TMSPEがデバイス
にユーザを接続できるように、デバイスアドレスパターンを割り当てます。

Cisco Jabber Video for iPadにデバイスアドレスパターンを指定するには、jabbertabletに属性
{device.model}を設定します。必要に応じて、jabbertabletを jabberに変換するエイリアスを追加
して、名前付けを簡略化します。

アドレスパターンの作成に関する詳細については、http://www.cisco.com/en/US/products/ps11472/
prod_installation_guides_list.htmlにある『Cisco TelePresence Management Suite Provisioning Extension
Deployment Guide』を参照してください。

テンプレートのプロビジョニングの設定およびユーザへの割り当て

Cisco Jabber Video for iPadには、特定のテンプレート、つまりアプリケーションでサポートされ
る、可能なすべての設定を含む XMLファイルが必要です。テンプレートをダウンロードして
TMSにアップロードすると、そのテンプレートを設定してユーザのグループに割り当てることが
できます。

手順の各ステップの詳細については、次の該当するマニュアルを参照してください。

• TMSバージョン 13.2以前に含まれる TMS Agent Legacyを使用している場合は、http://
www.cisco.com/en/US/products/ps11338/products_installation_and_configuration_guides_list.htmlに
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ある『Cisco TelePresence Management Suite Agent Legacy Deployment Guide』を参照してくださ
い。

• TMSバージョン 13.2以降に含まれる TMS Provisioning Extension（TMSPE）を使用している
場合は、http://www.cisco.com/en/US/products/ps11472/prod_installation_guides_list.htmlにある
『Cisco TelePresence Management Suite Provisioning Extension Deployment Guide』を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 テンプレートを http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.html?mdfid=280443139&flowid=29241
からローカルサーバにダウンロードします。

ステップ 2 テンプレートまたはテンプレートスキーマを TMSにアップロードします。
TMSPEでは「テンプレートスキーマ」という用語が使用されていますが、TMS Agent Legacyで
は「テンプレート」という用語が使用されています。

ステップ 3 これらのサーバアドレス、およびその他の必要な設定をテンプレートに追加します。

•パブリック SIPサーバアドレス（Public SIP Server Address）

• SIPサーバアドレス（SIP Server Address）

•電話帳サーバ URI（Phone Book Server URI）

ステップ 4 テンプレートを適切なユーザのグループに割り当てます。

グループに割り当てるテンプレートは、グループ内のすべてのユーザ、すべてのサブグループ、

およびサブグループ内のすべてのユーザが継承します。テンプレートを個別のユーザに直接割り

当てることはできません。

シスコでは、すべての VCSテンプレートについて、クライアントとの下位互換性を保
持することを推奨します。各VCSの特定のデバイスタイプには複数のテンプレートを
対応付けることが可能で、使用するテンプレートをプロビジョニングサーバに示すの

は、クライアント登録要求です。プロビジョニングサーバは、要求の [モデル（Model）]
および [バージョン（Version）]フィールドを使用して正しいテンプレートを決定しま
す。要求の [バージョン（Version）]文字列がそのモデルのすべてのインストール済み
テンプレートよりも低い場合、プロビジョニング要求は失敗します。要求の [バージョ
ン（Version）]文字列がそのモデルのインストールされたテンプレートより高い場合
は、同等またはより低いバージョンの最も近い一致するテンプレートを検索するベスト

エフォートの試行が行われます。

（注）
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プロビジョニングオプションの概要
プロビジョニングでは、VCSが Cisco Jabber Video for iPadをどのように使用するかを制御する設
定を指定することができます。 VCSへの登録後、Cisco Jabber Video for iPadは Cisco TMS Agent
からプロビジョニング情報を受信し、それに基づいて機能します。

次の表には、Cisco Jabber Video for iPadに適用可能なプロビジョニングオプションの説明が示さ
れており、それらの使用方法に関するヒントも記載されています。

説明デフォルトフィールド

このオプションでは、アカウントのパスワードポリ

シーを決定します。

• [on]：ユーザがパスワードを保存することを許可
します。

• [off]：ユーザがパスワードを保存することを禁
止します。

onパスワードの保存をユーザ

に許可する

このオプションは、Cisco Jabberの自動サインアウト
方法を指定します。

• [UseClientSetting]：自動サインアウトはクライア
ント設定によって制御されます。

• [NeverSignOut]：Cisco Jabberは自動サインアウ
トしません。

• [15Minutes]：Cisco Jabberはバックグラウンドで
15分経過した後に自動サインアウトします。

• [30Minutes]：Cisco Jabberはバックグラウンドで
30分経過した後に自動サインアウトします。

• [1Hour]：Cisco Jabberはバックグラウンドで 1時
間経過した後に自動サインアウトします。

• [2Hour]：Cisco Jabberはバックグラウンドで 2時
間経過した後に自動サインアウトします。

• [4Hour]：Cisco Jabberはバックグラウンドで 4時
間経過した後に自動サインアウトします。

• [8Hour]：Cisco Jabberはバックグラウンドで 8時
間経過した後に自動サインアウトします。

• [SignOutOnExit]：Cisco Jabberはバックグラウン
ドに移ってすぐに自動サインアウトします。

UseClientSetting自動サインアウト

（Automatic Sign-out）
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説明デフォルトフィールド

このオプションでは、帯域幅プロービングを有効にで

きます。帯域幅プロービングには、次の設定もプロ

ビジョニングされている必要があります。

• TurnAuthPassword

• TurnAuthUsername

• TurnServer

オフ（Off）帯域幅プローブ自動スケ

ジューリング（Bandwidth
Prober Auto Scheduling）

サインイン後、JabberビデオはクライアントとTURN
サーバ間の帯域幅品質について TURNリレーサーバ
をプロービングします。

この設定により、プロービングの期間が秒単位で決定

されます。

•最小値：5

•最大値：600

•推奨値：30

プロビジョニングされた時間は、プロビジョニングさ

れた最大帯域幅まで256kb/sの間隔に分割されます。

0帯域幅プローブ時間

（Bandwidth Prober Time）

帯域幅プロービングを有効化するには、この設定が

Onである必要があります。帯域幅プロービングで
は、次の設定もプロビジョニングする必要があること

に注意してください。

• TurnAuthPassword

• TurnAuthUsername

• TurnServer

[帯域幅プ
ローブ自動

スケジュー

リング

（Bandwidth
Prober Auto
Scheduling）]
に設定され

た値を使用

します。

パブリック帯域幅プローブ

自動スケジューリング

（Public Bandwidth Prober
Auto Scheduling）

ClearPathは、最適ではないネットワークにおけるパ
ケット損失の悪影響を最小限に抑える Cisco
TelePresenceソリューションです。これらのメカニズ
ムの間ではH.264固有のエラー回復手法、デコーダか
らのフィードバック、および前方誤り訂正（FEC）が
使用されます。

ClearPathが有効になるためには、両方のコール参加
者が、ClearPathに対応したデバイスを使用している
必要があります。

オン（On）ClearPath
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説明デフォルトフィールド

これは、次のときに使用するアドレスです。

• ICEネゴシエーションの完了前。

• ICEが失敗した場合。

•リモート側が ICEに対応していない場合。

次のオプションを使用できます。

• [ホスト（Host）]：ローカルネットワークアド
レス

• [Rflx]：組織のネットワークの外側から見える企
業のパブリック IPアドレス（パブリック IP）

• [リレー（Relay）]：TURNリレーサーバのアド
レス

Cisco Jabber Video for iPadを他のほとんどのデバイス
が ICEに対応していない環境に導入する場合は、[リ
レー（Relay）]を使用できます。

ホスト

（Host）
デフォルトメディアタイプ

候補（Default Mediatype
Candidate）

アカウントの暗号化ポリシーを決定します。このオ

プションは、SIP通信（トランスポート TLSまたは
TCP）とメディア通信（SRTPまたは SRTPなし）の
両方に影響します。

コールを暗号化する場合、SIP通信とメディア通信の
両方が暗号化される必要があり、すべての通話者が暗

号化をサポートしている必要があります。暗号化さ

れたメディア通信は、128ビットの高度暗号化規格
（AES）を使用した Secure Real-time Transport Protocol
（SRTP）によって送信されます。暗号化ポリシーの
設定は、Cisco TMSの [システム（Systems）] > [プロ
ビジョニング（Provisioning）] > [ディレクトリ
（Directory）]の設定に従ってクライアントにプロビ
ジョニングされます。 SIP通信を暗号化するか
（TLS）しないか（TCP）は、[TLS/TCPの使用（Force
TLS/TCP）]によって定されます。 TLSバージョン
1.0。 [SRTPの使用あり/なし（Force/No Srtp）]：メ
ディア通信が暗号化されているかいないかを決定しま

す。 [自動（Auto）]の場合、クライアントは暗号化
されたコールを試行しますが、暗号化できない場合

は、暗号化されていないコールを許可します。

自動

（Auto）
暗号化ポリシー（Encryption
Policy）
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説明デフォルトフィールド

Interactive Connectivity Establishment（ICE）は、コー
ル参加者間のメディアの伝送に最適なパスを動的に検

出します。

オフ（Off）ICE

指定した値により、ユーザアカウントでデータの送

受信を行うために許可される最大帯域幅が決定されま

す。

高い帯域幅は、良好なビデオ品質に直接結び付きま

す。しかし、帯域幅を制御すれば、アプリケーショ

ンがその能力を超えてデータを受信または送信しよう

とするのを防ぐことができ、結果としてパケット損

失、ジッター、および低いビデオ品質の発生を回避で

きます。

512 KB/s最大受信帯域幅（Maximum
In Bandwidth）

384 KB/s最大送信帯域幅（Maximum
Out Bandwidth）

ビデオとオーディオの通信で使用されるポート番号の

上限または下限。

セキュリティとファイアウォールに関する問題を制御

するために、これらを設定できます。10個以上のポー
トが含まれる範囲を指定する必要があります。そうし

ない場合、Cisco Jabber Video for iPadはデフォルトに
戻ります。

21900メディアポート範囲の末尾

（Media Port Range End）

21000メディアポート範囲の始端

（Media Port Range Start）

このオプションを有効にすると、リレー対象のメディ

アは、容量が保証されているプライベートHDリンク
経由で常にリレーされ、ビデオの品質が確保されま

す。

この設定を使用するには、ICEが有効になっている必
要があります。プライベートの専用リンクは、Media
Network Servicesなどの企業から提供されます。

オフ（Off）MNSモード（MNS Mode）

Multiwayが開始されると、参加者は、この Uniform
Resource Identifier（URI）に誘導されます。

Multiway参加者 URI
（Multiway Participant URI）

アカウントがCisco TMSAgentデータベース内の他の
アカウントを検索できるようになります。

次の形式で URIを設定します。
phonebook@<sip_domain>.com

値を指定しなければ、Cisco Jabber Video for
iPadで連絡先を検索できません。

重要

電話帳サーバ URI（Phone
Book Server URI）
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説明デフォルトフィールド

アカウントがプレゼンスステータスをVCSサーバに
送信できるようになります。

次の形式で URIを設定します。
presence@<sip_domain>.com

Cisco Jabber Video for iPadは、サーバが認識
されていない場合、Cisco WebEx Messenger
から提供されるプレゼンスステータスを使

用します。

値を指定しなければ、Cisco Jabber Video for
iPadはプレゼンスステータスをパブリッ
シュできず、オフラインであると見なされ

ます。

（注）

プレゼンスサーバ URI
（Presence Server URI）

これは、次のときに使用するアドレスです。

• ICEネゴシエーションの完了前。

• ICEが失敗した場合。

•リモート側が ICEに対応していない場合。

次のオプションを使用できます。

• [ホスト（Host）]：ローカルネットワークアド
レス

• [Rflx]：組織のネットワークの外側から見える企
業のパブリック IPアドレス（パブリック IP）

• [リレー（Relay）]：TURNリレーサーバのアド
レス

ユーザが組織のネットワークの外側から接続する場合

は、[リレー（Relay）]を使用することを推奨します。
ICEネゴシエーションは完了するまでに数秒の時間が
かかります。そのため、TURNリレーを使用すれば、
コールを開始したときからメディアがファイアウォー

ルを通過するのに役立ちます。

ICEネゴシエーションが完了したとき、より適切なメ
ディアパスが特定されていれば、メディアはリダイ

レクトされます。

[デフォルト
メディアタ

イプ候補

（Default
Mediatype
Candidate）]
に設定され

た値を使

用。

動的に変化

します

パブリックデフォルトメ

ディアタイプ候補（Public
DefaultMediatypeCandidate）
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説明デフォルトフィールド

指定した値により、ユーザが VCSアカウントを使用
してアプリケーションにサインインした後のデータの

送受信に使用できる最大帯域幅が決定されます。

この設定は、組織のネットワークの外側から接続する

ユーザに対して帯域幅を制御するのに役立つ場合があ

ります。これらのユーザは低速のネットワーク接続

を使用していたり、企業はそれらのユーザの帯域幅使

用量を制限したりする場合があります。

[最大受信帯
域幅

（Maximum
In
Bandwidth）]
に設定され

た値を使

用。

動的に変化

します

パブリック最大受信帯域幅

（Public Maximum In
Bandwidth）

[最大送信帯
域幅

（Maximum
Out
Bandwidth）]
に設定され

た値を使

用。

動的に変化

します

パブリック最大送信帯域幅

（Public Maximum Out
Bandwidth）

[電話帳サーバ URI（Phone Book Server URI）]設定を
設定すれば十分です。

[電話帳サー
バ URI
（Phone
Book Server
URI）]に設
定された値

を使用。

動的に変化

します

パブリック電話帳サーバ

URI（Public Phone Book
Server URI）

[プレゼンスサーバ URI（Presence Server URI）]設定
を設定すれば十分です。

[プレゼンス
サーバ URI
（Presence
Server
URI）]に設
定された値

を使用。

動的に変化

します

パブリックプレゼンスサー

バ URI（Public Presence
Server URI）
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説明デフォルトフィールド

ユーザが外部VCSサーバアドレスでサインインした
後の登録要求の送信先となるサーバアドレス

通常、この情報は、ユーザが Cisco Jabber Video for
iPadで指定する外部サーバアドレスと同じです。

[SIPサーバ
アドレス

（SIP Server
Address）]
に設定され

た値を使

用。

動的に変化

します

パブリック SIPサーバアド
レス（Public SIP Server
Address）

着信と発信のビデオ解像度を制限します。CiscoJabber
Video for iPadはこの値を上書きします。

この制限は多くの要因に左右されますが、一般に次の

規則に従います。

• [高（High）]では、ワイドスクリーン HD
（1920x1080または 1280x720）を上限とする可
能な限り高い解像度が使用されます。

• [中（Medium）]では、ワイドCIF（512x288）以
下の解像度に制限されます。

• [低（Low）]では、ワイドQCIF（256x144）以下
の解像度に制限されます。

高（High）解像度設定（Resolution
Preferences）

登録要求が送信されるサーバアドレス

ユーザが Cisco Jabber Video for iPadで指定する内部
サーバアドレスと同じです。

Cisco Jabber
Video for
iPadがサブ
スクライブ

されている

VCSサーバ

SIPサーバアドレス（SIP
Server Address）

SIP認証ユーザ名。エンドポイントは AuthUsername
およびAuthPassword値をVCSサーバでの認証に使用
します。

SIP認証ユーザ名（SIP
Authentication Username）

SIP認証パスワード。エンドポイントはAuthUsername
およびAuthPassword値をVCSサーバでの認証に使用
します。

SIP認証パスワード（SIP
Authentication Password）

ICEを有効化するために必要な TURNサーバ設定。
詳細については、ICEの有効化, （109ページ）を参
照してください。

TurnAuthPassword

TurnAuthUsername

TurnServer
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VCS の設定
登録許可リストまたは検索ルールを使用する場合は、このトピックを確認してください。

ユーザデバイスが VCSと連携するには、それらのデバイスを VCSに登録しておく必要がありま
す。登録 URI内での Cisco Jabber Video for iPadユーザのサフィックスは、.jabbertabletまたは

.jabberです。たとえば、ユーザの URIは、新しいサフィックスを持つ次の形式になります。
userName.jabbertablet@DomainNameまたは userName.jabber@DomainName。URIにサフィックスが追
加されるため、次の変更が必要になる場合があります。

•新しいURIサフィックスを許可するように、登録許可リスト（[VCS設定（VCSconfiguration）]
> [登録（Registration）] > [許可リスト（Allow List）]）を更新します。

例：VCSと VCSE（VCS Expressway）の両方を導入し、許可リストを使用して外部ロケー
ションからの登録を制御している場合は、新しいサフィックスを許可リストに追加します。

•新しいURIサフィックスを考慮するように、検索ルールを更新または作成します。検索ルー
ルの作成時には、.+\.(jabbertablet|jabber).*@%localdomains%.*の形式に似たパターン文字

列を指定します。

例：組織内に複数の VCSクラスタ（ゾーン）が存在する場合は、VCSゾーンと VCSEゾー
ンの間のコールルーティングを制御するルールを更新しなければならない場合があります。

ファイアウォールの要件
ポートがアプリケーションのトラフィックを伝送するようにハードウェアファイアウォールを設

定します。ハードウェアファイアウォールは、望まないトラフィックからの保護を組織レベルで

実現するネットワークデバイスです。次の表に、VCSの導入に必要なポートを示します。これ
らのポートは、アプリケーションが正常に機能するために、すべてのファイアウォール上で開い

ておく必要があります。

ポートおよび説明プロトコ

ル

DNS
• VCSが DNSサーバにアクセスする場合、一般にポート 53で待ち受けします。

• VCSは、どの送信元ポートから要求が送信されるかを制御しようとはしません。

SIP
•開くようにプロビジョニングされない限り、サーバポートは開きません。 VCS
は、5060を開くプロビジョニングを受信すると、UDPとTCPに対して5060を、
TLS/TCPに対して 5061を開きます。

•通常の使用状況では、1つの発信 TCP接続だけが SIPプロキシに対して確立さ
れます。VCSは、どのTCP送信元ポートを使用するかを制御しようとはしませ
ん。
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ポートおよび説明プロトコ

ル

• VCSは、DNS SRVを使用して、SIPサーバが待ち受けしているポートを検出し
ます。 VCSは 80や 443などのウェルノウンポートを受け入れますが、通常の
使用状況では、SIPのデフォルトのサーバポートは 5060および 5061です。

HTTP
•通常の使用状況では、1つの発信 TCP接続だけが httpまたは httpsサーバに対し
て確立されます。VCSは、どのTCP送信元ポートを使用するかを制御しようと
はしません。

•アプリケーションは、DNSを使用してサーバポートを検出します。通常の使用
状況では、80または 443です。

media
• VCSは、メディア（RTP/UDP）に使用できるポート範囲でプロビジョニングさ
れます。

•各コールについて、アプリケーションはその範囲内の 9個のポートを開き、着
信 UDPトラフィックをリッスンします。

•デフォルトのポート範囲は 21000～21900で、アプリケーションに適切な範囲を
指定する必要があります。

TURN
•アプリケーションは、ICEを使用して最適なメディアパスを検出しようとしま
す。

• VCSは、各コールに対して TURNサーバ上に 9個のポートを割り当てます。

• TURNの割り当てには、メディアに使用されるメディアポート範囲が使用され
ます。

•アプリケーションは、DNS SRVを使用して、TURNサーバが待ち受けしている
ポートを検出します。VCSは、80や 443などのウェルノウンポートを受け入れ
ます。ただし、通常の使用状況で使用されるポートは 3478または 5349です
（TURN標準）。

• STUN標準と TURN標準の規定により、アプリケーションは、各コールに対し
て同じポートを使用することはできません。そのため、ポート範囲には少なく

とも 100個のポートが必要です。

主な通信タイプ
以下のトピックを確認して、Cisco Jabber Video for iPad上で VCSに使用される主な通信タイプを
把握してください。
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SIP 通信
Cisco Jabber Video for iPadは、Session Initiation Protocol（SIP）を使用して VCSと通信します。ビ
デオとオーディオを除き、SIPはすべての通信（加入、登録、プレゼンスステータスのクエリー、
コールの招待など）を担当します。 SIPメッセージは、プロビジョニングされた設定に従って
（TLS暗号化の有無に関係なく）TCPによって送信されます。

VCSで使用されるデフォルトの SIPリスニングポートは次のとおりです。

• 5060（暗号化なし）

• 5061（暗号化あり）

これらのリスニングポートを変更するには、[VCS設定（VCS Configurations）] > [プロトコル
（Protocols）] > [SIP] > [設定（Configuration）]に移動します。

Jabber本体は、これらの通信にエフェメラル TCPポートを使用します。これらのポートは、
TCPスタックによって Cisco Jabber Video for iPadに渡されるので、設定することはできませ
ん。

H.323が必要で、SIPをサポートしていないデバイスとの通信を有効にする場合は、Cisco VCS
上のインターワーキングを使用できます。

（注）

メディア通信

メディアデータは、最大 9本のUDPリンク（ポート）によって転送されます。Cisco Jabber Video
for iPadで使用されるメディアストリームには、次のようなものがあります。

•音声

•プライマリビデオ

•セカンダリビデオ（プレゼンテーション共有）

これらのストリームにはそれぞれ 2本のリンクが必要です。1本は RTPパケット用で、もう 1本
はRTCPパケット用です。暗号化が有効になっている場合は、SRTPプロトコルが使用されます。

TMS でのポート範囲の変更
メディアを受信する Cisco Jabber Video for iPadのデフォルトのポート範囲は 21,000～ 21,900で
す。この範囲は、TMSで変更できます。

使用されるポート番号は連続していますが、指定範囲内でランダムに選択されます。（注）
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手順

ステップ 1 [システム（Systems）] > [プロビジョニング（Provisioning）] > [ディレクトリ（Directory）]に移動
します。

ステップ 2 [メディアポート範囲の先頭（MediaPortRangeStart）]および [メディアポート範囲の末尾（Media
Port Range End）]を使用して範囲を指定します。
最小範囲の 10ポートを指定します。指定しなければ、デフォルトの範囲が使用されます。

VCS でのポート範囲の変更
VSC上で使用されるデフォルトのポート範囲は 50,000～ 52,399です。これは変更できます。

使用されるポート番号は連続していますが、指定範囲内でランダムに選択されます。（注）

手順

ステップ 1 [VCS設定（VCS Configuration）] > [ローカルゾーン（Local Zone）] > [トラバーサルサブゾーン
（Traversal Subzone）]に移動します。

ステップ 2 [トラバーサルメディアポートの先頭（Traversal media port start）]および [トラバーサルメディア
ポートの末尾（Traversal media port end）]を使用して範囲を指定します。
最小範囲の 10ポートを指定します。指定しなければ、デフォルトの範囲が使用されます。

メディアルーティング

Cisco Jabber Video for iPadは、メディアルーティングを向上させる Interactive Connectivity
Establishment（ICE）をサポートしています。コール中、ICEは、参加者全員のアプリケーション
で有効になっている場合に使用されます。詳細については、以下のトピックを確認してくださ

い。

ICE を使用しないメディアルーティング
メディアリンクは、非トラバーサルコールでは 2つのデバイス間に直接、トラバーサルコール
では Cisco Jabber Video for iPadとVCSの間に確立されます。一般に、非トラバーサルコールは、
同じネットワーク上に存在してインターワーキングを必要としない 2人の参加者間のコールとし
て定義されます。
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SIP-to-H.323コールにはインターワーキングが必要です。このようなコールは、デバイスが同一
ネットワーク上に存在しているかどうかに関係なく、トラバーサルコールになります。詳細につ

いては、http://www.cisco.com/en/US/products/ps11337/prod_maintenance_guides_list.htmlにある、お
使いの VCSリリースに対応した『Cisco TelePresence Video Communication Server Administrator
Guide』を参照してください。

ICE を使用したメディアルーティング
ICEは、コール参加者間のメディアの伝送に最適なパスを動的に検出します。 [MNSモードの有
効化（EnableMNSMode）]プロビジョニング設定を使用することにより、メディアのルーティン
グを改善し、専用リンクを経路にすることができます。

ICE の有効化
ICEを起動するように Cisco VCS Expresswayを設定します。

ICEを使用したメディアルーティングには、TURNサーバが必要です。バージョン X5.2以降を
実行中の VCS Expresswayは、TURNリレーライセンスがある場合、TURNサーバとして機能し
ます。 TURNサーバオプションキーが必要です。

ICEプロビジョニングはデフォルトで使用できません。（注）

手順

ステップ 1 VCS Expresswayで、[VCS設定（VCS configuration）] > [Expressway] > [TURN]に移動し、次の設
定を指定します。

変更設定

OnTURNサービス（TURN services）

3478ポート（Port）

60000メディアポート範囲の始端（Media port range
start）

61399メディアポート範囲の末尾（Media port range
end）

ステップ 2 [VCS設定（VCS configuration）] > [認証（Authentication）] > [デバイス（Devices）] > [設定
（Configuration）]に移動し、[データベースタイプ（Database type）]のローカルデータベースを
指定します。

ステップ 3 [VCS設定（VCS configuration）] > [認証（Authentication）] > [デバイス（Devices）] > [ローカル
データベース（Local database）]に移動し、ユーザ名とパスワードを作成します。
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TURNリレーライセンスを使用するには、ユーザ名とパスワードが必要です。

ステップ 4 [システム（Systems）] > [プロビジョニング（Provisioning）] > [ディレクトリ（Directory）] > [設
定（Configurations）]に移動し、次の各フィールドを次の表の値に設定します。

変更後の値設定

OnICEを有効にする（Enable NTP）

Cisco VCS Expresswayを設定したときに作成さ
れたパスワード

TurnAuthPassword

Cisco VCS Expresswayを設定したときに作成さ
れたユーザ名

TurnAuthUsername

サーバメディアのアドレスは ICEコールでリ
レーされます。通常は、Cisco VCS Expressway
のアドレスです。

TurnServer

Cisco Jabber Video for iPadの TURN ポート
TURNポート設定は、DNSによって制御される必要があります。 Cisco Jabber Video for iPadは、
TURNの IP、優先度、重み、およびポートについて SRV検索を実行します。 TURNは UDP上で
動作するので、検索対象は _turn._udp.<domain>になります。 TURNの SRVレコードが見つから
ない場合、Cisco Jabber Video for iPadは Aレコード検索（IPv4）または AAAA検索（IPv6）を実
行しますが、ポートはデフォルトで 3478になります。

ポートをプロビジョニングする必要がある場合は、TurnServerフィールド内の IPアドレスにポー
トを付加できます（例：192.0.2.0:3478）。

サインイン時の通信の動作
Cisco Jabber Video for iPadにサインインした後、ユーザは、内部と外部の VCSサーバアドレスを
指定します。アプリケーションは、最初に内部アドレスに対して加入を試みます。 iPadデバイス
が社外のWi-Fiに接続されているような状況では、アプリケーションは、外部アドレスに対して
加入を試みます。

内部 VCSサーバアドレスが複数の IPアドレスに変換される DNSアドレスである場合、アプリ
ケーションは、外部 VCSサーバアドレスを試す前に、これらすべての IP番号に対して接続を試
みます。 DNSサーバに SRVレコードが格納されている場合、アプリケーションは、それらの IP
アドレスの優先度と重みに従います。格納されていなければ、ランダムな順序でそれらを試しま

す。
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通常、VCSまたは TMS Agentが最初の登録メッセージをチャレンジします。アプリケーション
は、認証情報を別の SUBSCRIBEメッセージで送信することにより、このチャレンジに応答しま
す。

登録の認証が完了した後、TMSAgentはプロビジョニング情報をアプリケーションに送信します。

アプリケーションは、TMSの [SIPサーバ URI（SIP Server URI）]または [パブリック SIPサーバ
URI（Public SIP Server URI）]のプロビジョニング情報に従って VCSに登録します。このプロビ
ジョニング情報が、ユーザのサインイン時に指定される内部および外部の VCSサーバアドレス
（両者は同じであることが推奨されています）と同一である場合、アプリケーションは加入先と

同じ VCSに登録します。アプリケーションが登録されている間は、VCSは、メッセージをその
アプリケーションに転送することを認識しています。

初期登録後、アプリケーションは、VCSサーバの [標準登録の最長リフレッシュ（秒）（Standard
registration refresh maximum (seconds)）]設定に従って登録メッセージを VCSに送信し続けます。
アプリケーションは、指定された時間間隔の 75%が経過した後にメッセージを送信します。

[標準登録の最長リフレッシュ（秒）（Standard registration refreshmaximum (seconds)）]設定は、
バージョン X6.0の VCSでは使用できません。

（注）

登録リフレッシュの最大時間の指定
ユーザがデバイス上で Cisco Jabber Video for iPadから一時的に離れて他の作業を実行すると、ア
プリケーションはバックグラウンドになり、10分ごとに復帰するように設定されます。アプリ
ケーションがVCSサーバへの登録を継続できるように、標準 SIP登録のリフレッシュ期間の最大
値を 900に設定する必要があります。

手順

ステップ 1 VCSサーバで、[VCS設定（VCS configuration）] > [プロトコル（Protocols）] > [SIP] > [設定
（Configuration）]に移動します。

ステップ 2 [登録コントロール（Registration controls）]セクションで、[標準登録の最長リフレッシュ（秒）
（Standard registration refresh maximum (seconds)）]に 900を入力します。

ステップ 3 [保存（Save）]を選択します。

サインイン後の通信の動作
ユーザが Cisco Jabber Video for iPadにサインインした後、このアプリケーションは次のタスクを
継続的に実行します。
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接続の確認

Cisco Jabber Video for iPadは、ユーザがアプリケーションにサインインした後、DNSを使用して
TURNサーバとポートを探します。アプリケーションは、SRVレコードで指定され、TURNサー
バでサポートされている任意のポート（80（HTTP）と443（HTTPS）を含む）を使用できます。

アプリケーションは、次の順序でポートを探します。

1 UDP

2 TCP（サポートされている場合）

3 TLS（サポートされている場合）

ポートが検出されない場合、アプリケーションはデフォルトで 3478と 5349のポートを使用しま
す。

この時点で VCSを TURNサーバとして使用する場合、TCPリレーを使用したファイアウォー
ルの通過はサポートされません。

（注）

帯域幅プロービング

帯域幅プロービングがプロビジョニングされた場合、ユーザがアプリケーションにサインインし

た後、Cisco Jabber Video for iPadはダミーメディアを TURNサーバで折り返して戻ってくるよう
にルーティングします。この機能では、TURNサーバが正常にプロビジョニングされている必要
があります。

帯域幅プロービングの結果は、アプリケーションのリソースを動的に適応させるために使用され

ます。この結果は、プロービング用にプロビジョニングされる時間の影響も受け、多くの場合、

最悪の事態の帯域幅シナリオを表しているので、実際のコール時に使用可能な帯域幅はそれより

も大きくなる可能性があります。

ディレクトリ検索
ユーザが Cisco Jabber Video for iPadの検索フィールドに文字を入力するたびに、アプリケーショ
ンは VCS上の TMSエージェントにクエリーを実行し、TMSエージェントは一致した結果で応答
します。検索結果が選択されると、アプリケーションは、その連絡先のプレゼンスステータスに

ついても VCSにクエリーします。
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コール設定
コール設定は、VCS経由の SIPメッセージで伝えられます。コール設定時にコールの属性が決定
される方法については、以下のトピックを確認してください。

暗号化

コールを暗号化する場合、SIP通信とメディア通信の両方が暗号化される必要があり、すべての通
話者が暗号化をサポートしている必要があります。暗号化されたメディア通信は、128ビットの
高度暗号化規格（AES）を使用した Secure Real-time Transport Protocol（SRTP）によって送信され
ます。

TMSで [システム（Systems）] > [プロビジョニング（Provisioning）] > [電話帳（Directory）]に移
動して、次の暗号化ポリシー設定を指定できます。

• [TLS/TCPの使用（ForceTLS/TCP）]：SIP通信が暗号化されているか（TLS）いないか（TCP）
を決定します。 Cisco Jabber Video for iPadで現在使用される TLSバーションは 1.0です。

• [SRTPの使用あり/なし（Force/NoSrtp）]：メディア通信が暗号化されているかいないかを決
定します。

• [自動（Auto）]：Cisco Jabber Video for iPadは暗号化コールを試行します。できない場合、ア
プリケーションは暗号化されないコールを許可します。

送信帯域幅と受信帯域幅

コールセットアップ中、Cisco Jabber Video for iPadは受信する最大帯域幅をサーバの設定に従っ
てシグナリングします。このシグナリングが守られるかどうかは、コールの相手側のシステムに

依存します。

コール中に送信される最大帯域幅とコールの開始時に送信される帯域幅の両方がコールセット

アップ時に決定されます。

コール中、アプリケーションが送信できる帯域幅は増減しますが、送信される帯域幅がコール

セットアップ時に決定された最大帯域幅を超えることはありません。

ビデオ解像度

プロビジョニングの [解像度設定（Resolution Preferences）]設定により、着信ビデオと発信ビデオ
の両方の解像度が制御されます。プロビジョニングオプションの概要, （98ページ）を参照し
てください。着信ビデオに対する制限は、コール内の他の参加者が使用しているシステムによっ

て決まります。

良好なビデオ品質には多くの要因が影響します。フレームレート、高い画像解像度、シーンのラ

イティング、およびカメラの光学的性能がすべて重要な要因です。
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発信ビデオ解像度

Cisco Jabber Video for iPadは、ビデオ送信時の解像度を決定するときに次の基準を使用します。

•カメラのネイティブフォーマットでの解像度

•解像度が受信側で許可される必要があること。

•高解像度を低帯域幅で送信すると品質が低下すること。送信帯域幅が解像度に対して十分な
大きさでなければならないこと。次のガイドラインを参照してください。

◦最適：640x368（768 Kbps以上が必要）

◦良好：480x360（512 Kbps以上が必要）

帯域幅を増やすと、画質が向上します。 [最大送信帯域幅（Maximum Out Bandwidth）]を使用し
て、許可される帯域幅を指定できます。詳細については、プロビジョニングオプションの概要,
（98ページ）を参照してください。

上の記述に従って十分な帯域幅があるにもかかわらず、高解像度が実現されない場合は、一般に

次のいずれかまたは両方がその原因である可能性があります。

•ネットワーク接続に関する問題（パケット損失など）

•高い CPU使用率

着信ビデオ解像度

プロビジョニングで [最大受信帯域幅（Maximum In Bandwidth）]を使用して、着信ビデオに対し
て許可される帯域幅を指定できます。詳細については、プロビジョニングオプションの概要, （
98ページ）を参照してください。高解像度ビデオの着信に必要な帯域幅は、各コール参加者の
デバイスの機能および制限に応じて変化します。

参加者のデバイスが高解像度ビデオの送信に対応していて、着信ビデオの帯域幅に制限を指定

していない場合であっても、ネットワーク接続の問題（パケット損失など）によって着信ビデ

オの解像度が要求に満たない場合があります。

（注）

プレゼンテーションの解像度

共有プレゼンテーションの最大解像度は、コール参加者のデバイスで使用可能な帯域幅および機

能によって異なります。無制限の帯域幅を使用した Jabber間のコールの場合、プレゼンテーショ
ン解像度は 448 pになります。

プレゼンテーションの解像度を変更することはできません。
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ビデオと音声の標準

Cisco Jabber Video for iPadでは、送信と受信の両方について次の標準がサポートされています。
アプリケーションは、コール内の他の参加者のデバイスまたはアプリケーションでサポートされ

ている、最適な標準を常に使用します。

•音声：G.722.1および G.711

•ビデオ：H.264

ICE ネゴシエーション
コールの接続が完了した後、コールの参加者全員が ICEを有効にし、サポートしている場合、ICE
がネゴシエートされます。 ICEネゴシエーションには、2～ 3秒の時間がかかり、9つの TURN
サーバライセンス（メディアリンクごとに 1つのライセンス）が必要です。

コール中の処理
コールの設定が完了した後、ユーザ操作の結果として、あるいは状態の変化に対する自動化され

た応答として、いくつかの操作を Cisco Jabber Video for iPadで要求される場合があります。詳細
については、以下のトピックを確認してください。

Multiway
Multiwayは、ユーザがコールに参加し、複数参加者の会議をシームレスに作成する機能です。
Cisco Jabber for iPadは、Multiwayを開始できません。他の参加者が使用しているデバイスから
Multiwayが開始されると、そのコールは、[Multiway参加者URI（Multiway Participant URI）]プロ
ビジョニングオプションに従ってマルチ会議システムにリダイレクトされます。

メディアストリームのミュート

カメラまたはマイクロフォンがコール中にミュートにされると、Cisco Jabber Video for iPadは、そ
の帯域幅を他のメディアリンクが使用するように割り当てます。ユーザが 2つのストリームに対
して十分な帯域幅を確保できない場合は、一方のストリームをミュートにすることで、もう一方

のストリームの品質を向上させることができます。

使用されていないリンクが（たとえばファイアウォールによって）閉じられるのを防ぐために、

アプリケーションは 7秒ごとに STUN（キープアライブ）メッセージを送信します。
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自動帯域幅適応

Cisco Jabber Video for iPadがネットワークの能力を超える帯域幅を送信または受信している状況で
は、パケットの損失率が高くなり、コールの品質が低下する可能性があります。アプリケーショ

ンは、自動帯域幅適応メカニズムを使用して、そのような帯域幅に関する問題に対処します。

自動適応には時間がかかります。ネットワークとシステムの能力に合わせてアプリケーショ

ンを設定しておくことを推奨します。

（注）
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第 8 章

ユーザへの指示の作成

ここでは、アプリケーションユーザ向けの指示の準備について説明します。

DNS SRVを使用した簡易サインインのセットアップ, （7ページ）に説明されているように
DNS SRVを設定している場合、サーバアドレスなどの情報を提供する必要はありません。選
択した設定に関係なく、管理者はユーザ名、パスワード、電子メールアドレスなどの情報を

提供する必要があります。

（注）

• Cisco WebEx Messenger, 117 ページ

• Cisco WebEx Messengerおよび Cisco Unified Communications Manager, 118 ページ

• Cisco WebEx Messengerおよび Cisco TelePresence Video Communication Server, 118 ページ

• Cisco Unified Communications Manager, 120 ページ

• Cisco Unified Presence, 120 ページ

• Cisco Unified Presenceおよび Cisco Unified Communications Manager, 121 ページ

• Cisco TelePresence Video Communications Server, 122 ページ

Cisco WebEx Messenger
ユーザが Cisco Jabber Video for iPadにサインインするために必要な情報を電子メールメッセージ
で送信します。この情報には次のものがあります。

• App StoreからCisco JabberVideo for iPadという名前のアプリケーションをダウンロードし、
インストールする手順

•ユーザのアカウント用の電子メールアドレス

•ユーザが iPadでアプリケーションを起動した後に電子メールアドレスを入力する手順
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• FAQにアクセスする手順（ユーザは [設定（Settings）]アイコン > [ヘルプ（Help）] > [FAQ
（FAQs）]を選択して表示できます）

•ユーザに伝える必要のあるその他の情報

Cisco WebEx Messenger および Cisco Unified Communications
Manager

ユーザが Cisco Jabber Video for iPadで Cisco WebEx Messengerおよび Cisco Unified Communications
Managerを使用するために必要な情報を電子メールメッセージで送信します。この情報には次の
ものがあります。

• App StoreからCisco JabberVideo for iPadという名前のアプリケーションをダウンロードし、
インストールする手順

•ユーザのアカウント用のクレデンシャル：

◦ Cisco WebEx Messengerアカウント用の電子メールアドレス

◦ Cisco Unified Communications Managerアカウント用のユーザ名または電子メールアドレ
ス、および TFTPサーバアドレス

•次の順序のアカウント設定手順：

1 ユーザが iPadでアプリケーションを起動した後に電子メールアドレスを入力する手順。

2 アプリケーションの [設定（Settings）]から Cisco Unified Communications Managerを設定
します。

ユーザがCiscoUnifiedCommunicationsManagerアカウントに最初にサインイン
した場合、アプリケーションで Cisco WebEx Messengerを設定することはでき
ません。

注意

• FAQにアクセスする手順（ユーザは [設定（Settings）]アイコン > [ヘルプ（Help）] > [FAQ
（FAQs）]を選択して表示できます）

•ユーザに伝える必要のあるその他の情報

Cisco WebEx Messenger および Cisco TelePresence Video
Communication Server

ユーザが Cisco Jabber Video for iPadで Cisco WebEx Messengerおよび VCSを使用するために必要
な情報を電子メールメッセージで送信します。VCSユーザには、カスタマイズされた電子メール
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メッセージをTMSから送信します。デフォルトの電子メールテンプレートには、簡単なメッセー
ジ、ユーザ名、およびパスワードが含まれています。

TMSからアカウント情報を送信する方法の詳細については、次の該当するマニュアルを参照
してください。

（注）

• TMSAgent Legacyを使用する場合は、http://www.cisco.com/en/US/products/ps11338/products_
installation_and_configuration_guides_list.htmlにある『Cisco TelePresence Management Suite
Agent Legacy Provisioning Guide』を参照してください。

• TMS Provisioning Extension（TMSPE）を使用する場合は、http://www.cisco.com/en/US/
products/ps11472/prod_installation_guides_list.htmlにある『Cisco TelePresence Management
Suite Provisioning Extension Deployment Guide』を参照してください。

電子メールメッセージには、次の情報を含める必要があります。

• App StoreからCisco JabberVideo for iPadという名前のアプリケーションをダウンロードし、
インストールする手順

•ユーザのアカウント用のクレデンシャル：

◦ Cisco WebEx Messengerアカウント用の電子メールアドレス

◦ VCSアカウント用のユーザ名、内部サーバと外部サーバのアドレス、およびSIPドメイ
ンアドレス

ユーザが複数の VCSクラスタに分散している場合は、正しいサーバアドレスを別のグ
ループのユーザに確実に伝えてください。

•次の順序のアカウント設定手順：

1 ユーザが iPadでアプリケーションを起動した後に電子メールアドレスを入力する手順。

2 アプリケーションの [設定（Settings）]から VCSを設定します。

ユーザは、先に VCSアカウントでサインインした場合、アプリケーションで
Cisco WebEx Messengerを設定できません。

注意

• FAQにアクセスする手順（ユーザは [設定（Settings）]アイコン > [ヘルプ（Help）] > [FAQ
（FAQs）]を選択して表示できます）

•ユーザに伝える必要のあるその他の情報
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Cisco Unified Communications Manager
Cisco Unified Communications Managerの設定が完了したら、次の情報が含まれる電子メールメッ
セージをユーザに送信します。

• App StoreからCisco JabberVideo for iPadという名前のアプリケーションをダウンロードし、
インストールする手順

• TFTPサーバアドレス、ユーザのユーザ名または電子メールアドレス、およびオプションの
CCMCIPサーバアドレス

•ユーザが iPadでアプリケーションを起動した後に電子メールアドレスを入力する手順

•企業のWi-Fiネットワークにデバイスを接続するための手順。この手順は、Cisco JabberVideo
for iPadとは関係ありません。

•デバイス上で VPN（バーチャルプライベートネットワーク）アクセスを設定するための手
順（VPN接続経由での Cisco Jabber Video for iPadの使用をユーザに許可する場合）。この手
順は、Cisco Jabber Video for iPadとは関係ありません。

•ユーザがアプリケーションから [SSLを使用（Use SSL）]および [LDAPユーザ認証（LDAP
User Authentication）]を有効にする必要があるかどうかの指示

アプリケーションに LDAPの設定が自動的に入力されるように、[Cisco Unified CMの管理
（Cisco Unified CM Administration）]のユーザデバイスの [プロダクト固有の設定（Product
Specific Configuration Layout）]セクションに必要な LDAP設定がすべて指定されていること
を確認してください。詳細は、ユーザデバイスの追加,（52ページ）を参照してください。

• FAQにアクセスする手順（ユーザは [設定（Settings）]アイコン > [ヘルプ（Help）] > [FAQ
（FAQs）]を選択して表示できます）

•ユーザに伝える必要のあるその他の情報

Cisco Unified Presence
Cisco Unified Presenceの設定が完了したら、次の情報が含まれる電子メールメッセージをユーザ
に送信します。

• App StoreからCisco JabberVideo for iPadという名前のアプリケーションをダウンロードし、
インストールする手順

•ユーザのユーザ名または電子メールアドレス

•ユーザが iPadでアプリケーションを起動した後に電子メールアドレスを入力する手順

•企業のWi-Fiネットワークにデバイスを接続するための手順。この手順は、Cisco JabberVideo
for iPadとは関係ありません。
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•デバイス上で VPN（バーチャルプライベートネットワーク）アクセスを設定するための手
順（VPN接続経由での Cisco Jabber Video for iPadの使用をユーザに許可する場合）。この手
順は、Cisco Jabber Video for iPadとは関係ありません。

• FAQにアクセスする手順（ユーザは [設定（Settings）]アイコン > [ヘルプ（Help）] > [FAQ
（FAQs）]を選択して表示できます）

•ユーザに伝える必要のあるその他の情報

Cisco Unified Presence および Cisco Unified Communications
Manager

ユーザが Cisco Jabber Video for iPadで Cisco Unified Presenceおよび Cisco Unified Communications
Managerを使用するために必要な情報を電子メールメッセージで送信します。この情報には次の
ものがあります。

• App StoreからCisco JabberVideo for iPadという名前のアプリケーションをダウンロードし、
インストールする手順

•ユーザのアカウント用のクレデンシャル：

◦ Cisco Unified Presenceアカウント用のユーザ名または電子メールアドレス、およびサー
バアドレス

◦ Cisco Unified Communications Managerアカウント用のユーザ名または電子メールアドレ
ス、および TFTPサーバアドレス

•次の順序のアカウント設定手順：

1 ユーザが iPadでアプリケーションを起動した後に電子メールアドレスを入力する手順。

2 アプリケーションの [設定（Settings）]から Cisco Unified Communicationsを設定します。

ユーザがCiscoUnifiedCommunicationsManagerアカウントに最初にサインイン
した場合、アプリケーションでCiscoUnified Presenceを設定することはできま
せん。

注意

•企業のWi-Fi接続にデバイスを接続するための手順。この手順は、Cisco Jabber Video for iPad
とは関係ありません。

•デバイス上で VPN（バーチャルプライベートネットワーク）アクセスを設定するための手
順（VPN接続経由での Cisco Jabber Video for iPadの使用をユーザに許可する場合）。この手
順は、Cisco Jabber Video for iPadとは関係ありません。

• FAQにアクセスする手順（ユーザは [設定（Settings）]アイコン > [ヘルプ（Help）] > [FAQ
（FAQs）]を選択して表示できます）
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•ユーザに伝える必要のあるその他の情報

Cisco TelePresence Video Communications Server
Cisco Jabber Video for iPadで VCSを使用するのに必要な情報をユーザに提供するために、カスタ
マイズされた電子メールメッセージを TMSからユーザに送信します。デフォルトの電子メール
テンプレートには、簡単なメッセージ、ユーザ名、およびパスワードが含まれています。

さらに、次の情報も電子メールメッセージに含めます。

•内部および外部のサーバアドレス。ユーザが複数の VCSクラスタに分散している場合は、
正しいサーバアドレスを別のグループのユーザに確実に伝えてください。

• SIPドメインアドレス

•ユーザが iPadでアプリケーションを起動した後に電子メールアドレスを入力する手順

• App StoreからCisco JabberVideo for iPadという名前のアプリケーションをダウンロードし、
インストールする手順

• FAQにアクセスする手順（ユーザは [設定（Settings）]アイコン > [ヘルプ（Help）] > [FAQ
（FAQs）]を選択して表示できます）

•ユーザに伝える必要のあるその他の情報

TMSからアカウント情報を送信する方法の詳細については、次の該当するマニュアルを参照して
ください。

• TMS Agent Legacyを使用する場合は、http://www.cisco.com/en/US/products/ps11338/products_
installation_and_configuration_guides_list.htmlにある『Cisco TelePresenceManagement Suite Agent
Legacy Deployment Guide』を参照してください。

• TMSProvisioning Extension（TMSPE）を使用する場合は、http://www.cisco.com/en/US/products/
ps11472/prod_installation_guides_list.htmlにある『Cisco TelePresenceManagement Suite Provisioning
Extension Deployment Guide』を参照してください。
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